
金
春
宗
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
影
印
･
翻
刻
･
解
題
～
能
と
宴
曲

｢
　
は
じ
め
に

能
楽
を
生
み
出
し
た
､
演
劇
的
･
音
楽
的
な
基
盤
と
し
て
の
先
行
芸
能
は
数
多
い
が
､
そ
の
中
の

1
　
つ
に
'
宴
曲
　
(
早
歌
)
　
が
あ
る
｡
鎌
倉
時
代
中
期
､
明
空
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
婁
曲
一
七
三

曲
は
､
早
歌
と
も
呼
ば
れ
'
室
町
時
代
未
頃
ま
で
歌
わ
れ
た
｡
宴
曲
の
中
興
の
視
と
さ
れ
る
'
坂
口

坂
阿
･
口
阿
父
子
が
最
も
活
躍
し
た
の
は
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
五
世
紀
で
あ
-
､
こ
れ
は
､
観
阿

弥
･
世
阿
弥
父
子
や
､
金
春
禅
竹
の
活
躍
し
た
時
期
と
合
致
す
る
｡
当
時
の
猿
楽
役
者
た
ち
が
､
婁

曲
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
を
知
る
手
が
か
り
は
､
吉
田
東
伍
｢
宴
曲
と
は
何
ぞ
｣
'
外
村
久
江
｢
早

(
-
)

歌
関
係
史
料
｣
に
よ
っ
て
､
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
宴
曲
と
能
楽
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
､

再
度
こ
こ
に
掲
げ
､
確
認
し
て
お
き
た
い
｡

世
阿
弥
自
筆
本
｢
江
口
｣
　
(
応
永
三
十
一
年
八
一
四
二
四
)
九
月
廿
日
の
識
語
)
　
に
は
､

上
サ
ウ
カ
フ
シ

ア
キ
ノ
ミ
ツ
　
ミ
ナ
キ
リ
ヲ
チ
テ
　
サ
ル
フ
ネ
ノ
　
月
モ
カ
ケ
サ
ス
　
サ
ヲ
ノ
ウ
タ

JEE

ウ
タ
エ
ヤ
ウ
タ
ユ
　
ウ
タ
カ
タ
ノ
-
･
(
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集
　
校
訂
編
』
)

と
あ
り
､
早
歌
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
｡
ち
な
み
に
こ
の
一
節
は
､
｢
真
曲
抄
｣
所
収
｢
対
揚
｣

み

づ

み

な

ぎ

り

き

た

つ

て

ふ

ね

す

み

や

か

秋
の
水
砿
采
は
　
舟
さ
る
こ
と
連
な
-
(
外
村
久
江
･
外
相
南
都
子
『
早
歌
全
詞
集
』
)

な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
た
だ
し
､
こ
の
　
｢
対
揚
｣
　
の
二
郎
と
世
阿
弥
自
筆
本
｢
江
口
｣

の
詞
章
は
完
全
に
一
致
し
て
お
ら
ず
､
｢
サ
ウ
カ
フ
シ
　
(
早
歌
節
)
｣
と
い
う
の
は
､
｢
対
揚
｣
　
の
詞
章

を
転
用
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
-
'
早
歌
と
い
う
歌
謡
の
唱
法
を
転
用
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
｡

ま
た
'
世
阿
弥
自
筆
本
｢
柏
崎
｣
　
に
も
'

ア
ラ
イ
ト
ウ
シ
ャ
　
コ
ノ
ヒ
タ
､
レ
ノ
ヌ
シ
ワ
　
ワ
カ
ツ
マ
ナ
カ
ラ
　
ユ
ミ
ワ
三
モ
ノ
ト
ヤ
ラ

ン
ヲ
　
イ
ソ
ロ
ユ
　
ウ
タ
レ
ン
カ
　
刊
.
引
.
剰
　
コ
ウ
タ
モ
シ
ャ
ウ
ス
ニ
テ
　
マ
タ
サ
カ
モ
リ
ナ

ン
ト
ノ
ア
ソ
ヒ
こ
モ
-
‥
(
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集
　
校
訂
編
』
)

と
あ
り
､
当
時
早
歌
が
､
和
歌
や
連
歌
な
ど
と
同
様
に
日
常
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
｡
『
申

楽
談
儀
』
　
の
　
(
七
㌧
祝
言
の
音
曲
)
　
の
項
に
も
'

甲
の
も
の
な
れ
ど
も
乙
と
つ
-
る
こ
と
有
｡
こ
ゑ
に
四
重
有
と
き
は
'
三
重
を
乙
と
つ
-
る
也
｡

聞
仙
川

■
1
m
削

田
　
　
裕
　
　
子

l
,
1
二

且
朝
恩
矧
｡
猶
　
-
　
か
-
の
ご
と
-
の
ほ
う
や
う
､
口
伝
有
べ
L
o
(
『
申
楽
談
儀
』
)

と
あ
る
｡
こ
の
箇
所
の
口
語
訳
は
｢
元
来
は
甲
(
高
音
)
の
も
の
で
あ
っ
て
も
う
場
合
に
よ
っ
て
乙
(
低

普
)
と
名
付
け
る
こ
と
が
あ
る
｡
た
と
え
ば
､
よ
-
高
い
四
重
の
声
が
あ
る
場
合
に
は
､
元
来
は
甲

で
あ
る
三
重
の
音
を
相
対
的
に
乙
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
｡
｣
と
な
る
　
(
同
書
補
注
に
よ
る
)
｡
世
阿

弥
は
早
歌
を
謡
っ
た
経
験
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
､
世
阿
弥
や
世
阿
弥
周
辺
の
人
間
は
､
早
歌
の
謡

に
精
通
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

右
の
事
例
は
い
ず
れ
も
､
世
阿
弥
周
辺
の
も
の
で
あ
る
が
､
金
春
禅
竹
･
禅
鳳
が
早
歌
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
も
あ
る
｡

『
五
音
三
曲
集
』
　
(
長
禄
四
年
八
一
四
六
〇
)
十
一
月
十
一
日
識
語
)
　
の
｢
一
､
拍
子
之
事
｣
の
項
に
､

拍
子
之
事
｡
是
は
お
の
づ
か
ら
此
家
に
む
ま
る
ゝ
も
の
､
さ
る
が
-
拍
子
は
し
る
も
の
也
｡
(
中

略
)
大
か
た
､

拍
子
の
心
ね
如
レ
此
な
る
べ
し
｡
さ
う
歌
に
お
す
拍
子
あ
-
｡
当
流
に
も
お
す
心

ね
あ
り
｡
是
等
は
皆
口
伝
あ
る
べ
し
､
鼓
に
し
ら
べ
の
ひ
や
う
し
､
同
レ
之
｡

V

4

円

伝
書
集
成
』
)

(
『
金
春
吉

- 13-

先
に
挙
げ
た
　
『
申
楽
談
儀
』
　
の
事
例
と
同
様
､
早
歌
の
謡
､
拍
子
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
､
傍

線
部
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
｡
ま
た
､
金
春
禅
鳳
の
　
『
音
曲
五
首
』
　
(
禅
鳳
の
二
つ
の
伝
書

の
合
写
本
｡
永
正
十
三
年
(
一
五
1
六
)
十
二
月
廿
六
日
の
識
語
の
分
)
　
に
も
'

一
､
う
た
ひ
を
五
色
に
う
た
ひ
分
候
と
申
事
厄
､
節
に
も
文
句
に
も
よ
ら
ず
候
0
(
中
略
)
寓
の

声
明
･
音
曲
の
中
に
'
う
た
ひ
は
大
事
と
存
候
｡
其
子
細
は
'
剖
執
･
平
語
､
又
は
諸
衆
の
声

明
を
聞
候
に
､
大
形
お
も
し
ろ
き
ゃ
う
に
聞
え
候
｡
同
音
な
ど
も
ち
が
ひ
候
は
ぬ
や
う
に
聞
え

候
｡
(
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
)

と
あ
る
｡
能
の
謡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
-
､
一
般
的
な
声
明
'
音
曲
に
お
い
て
も
'
謡
は
大
事
で

あ
る
'
具
体
的
に
は
､
早
歌
･
平
家
語
-
､
又
は
諸
宗
諸
派
の
声
明
を
聞
-
と
､
お
お
か
た
面
白
い

様
子
に
聞
こ
え
る
､
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
記
事
で
は
'
世
阿
弥
や
禅
竹
の
よ
う
に

自
身
が
早
歌
に
精
通
し
て
い
た
､
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
'
禅
鳳
も
早
歌
に
日
常
的
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
へ
　
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
｡

ま
た
､
外
村
久
江
氏
は
'
永
享
八
年
(
一
四
三
六
)
正
月
廿
八
日
の
　
『
看
聞
御
記
』
　
の
記
事
を
揚
げ
､

観
世
三
人
が
出
席
し
た
和
歌
連
歌
の
会
に
お
い
て
､
早
歌
も
行
わ
れ
て
い
る
事
例
な
ど
を
揚
げ
て
い



x
s
.る
｡こ
れ
ら
の
事
例
は
'
す
で
に
先
学
の
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
世
阿
弥
や
禅
竹
が
､
委
曲
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
'
能
と
宴
曲
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
っ
た
か
を
考
察
す
る
上
で
､
踏
ま

え
て
お
か
な
-
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
｡
世
阿
弥
や
禅
竹
と
い
っ
た
室
町
時
代
の
能
役
者
の
中

で
も
限
ら
れ
た
存
在
だ
け
が
'
宴
曲
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
で
は
な
-
'
お
そ
ら
-
､
当
時

の
能
と
宴
曲
と
の
関
わ
-
は
'
現
代
の
我
々
が
考
え
る
以
上
の
度
合
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
可
能
性

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
｡

二
､
金
春
宗
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
　
に
つ
い
て

前
掲
の
事
例
を
見
た
だ
け
で
も
､
室
町
時
代
の
能
役
者
が
宴
曲
と
密
接
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
'
想

像
に
難
-
な
い
が
､
今
回
そ
れ
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
資
料
の
存
在
を
､
現
在
の
金
春
宗
家
で
あ
る
金

春
安
明
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
｡
金
春
宗
家
蔵
『
婁
曲
集
巻
第
一
』
　
が
そ
れ
で
あ
る
｡

【
書
誌
】

[
所
蔵
]
金
春
宗
家

[
形
態
]
　
写
本
､
一
冊

[
時
代
]
　
(
室
町
前
中
期
)

[
寸
法
]
　
縦
二
五
二
糎
×
横
〓
ハ
･
九
糎

[
表
紙
]
薄
茶
色
表
紙
｡
わ
ず
か
に
雲
母
が
残
る
｡
押
八
双
｡

[
外
題
]
　
ナ
シ

[
内
題
]
　
宴
曲
集
巻
第
一
　
四
季
部

[
料
紙
]
斐
紙

[
装
丁
]
　
綴
帖
装

[
丁
数
]
目
録
一
丁
､
本
文
二
二
T
o
　
(
最
終
丁
を
切
除
し
た
跡
が
あ
る
.
)

[
識
語
]
　
(
約
二
行
分
､
文
字
を
摺
-
削
っ
た
上
か
ら
墨
書
｡
)

今
春
太
夫
/
秦
鎮
喜
《
花
押
》

本
項
で
は
､
こ
の
金
春
宗
家
本
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
､
ま
た
'
宴
曲
諸
本
に
お

け
る
位
相
に
つ
い
て
､
考
察
す
る
｡

c
a
:

婁
曲
伝
本
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
､
特
に
本
稿
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
は
､
外
村
久
江
｢
早

歌
十
六
冊
伝
本
の
研
究
｣
と
､
蒲
生
美
津
子
｢
早
歌
語
諸
本
の
書
誌
｣
の
二
本
で
あ
る
｡
外
相
久
江

氏
は
'
婁
曲
の
伝
本
を
｢
早
歌
の
歌
わ
れ
た
当
時
に
'
そ
の
歌
謡
を
歌
う
た
め
に
使
わ
れ
た
本
､
即
ち
'

こ
れ
は
主
と
し
て
室
町
時
代
の
書
写
に
か
か
る
も
の
｣
と
'
｢
そ
れ
ら
を
筆
写
し
た
徳
川
期
以
降
の
も

の
｣
　
の
二
種
類
に
分
類
し
た
｡
ま
た
､
蒲
生
美
津
子
氏
は
､
外
相
氏
の
分
類
の
う
ち
､
歌
う
た
め
に

使
用
し
た
本
に
つ
い
て
書
誌
的
考
察
を
加
え
て
い
る
｡

金
春
宗
家
本
は
､
一
見
し
て
室
町
期
の
書
写
と
わ
か
る
も
の
で
あ
-
､
｢
歌
う
た
め
に
使
わ
れ
た

本
｣
､
少
な
-
と
も
そ
の
用
途
に
堪
え
う
る
本
で
あ
る
こ
と
は
､
後
に
述
べ
る
特
色
か
ら
考
え
て
も
､

明
白
で
あ
る
｡
江
戸
期
以
降
の
転
写
本
の
中
に
も
､
ふ
-
が
な
や
音
楽
的
表
記
ま
で
精
微
に
書
写
し

た
も
の
も
あ
る
が
､
同
時
期
の
婁
曲
伝
本
と
の
比
較
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
｡

金
春
宗
家
本
以
外
に
'
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
'
室
町
期
以
前
書
写
の
『
宴
曲
集
巻
第
三

は
､
以
下
の
四
本
で
あ
る
｡

○
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
(
函
架
番
号
Q
｡
Q
Q
o
z
-
0
-
c

l
冊
｡
(
室
町
初
期
)
写
｡
高
田
藩
榊
原
家
旧
蔵
｡
縦
二
五
･
六
糎
×
横
一
八
･
四
糎
｡
紺
色
に
鳳
風

丸
紋
模
様
般
子
表
紙
(
本
文
共
紙
の
元
表
紙
の
上
に
､
改
装
表
紙
を
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
)
｡
表
紙
左

肩
'
赤
茶
地
に
露
草
模
様
の
題
寮
､
墨
書
｢
婁
曲
集
巻
第
二
｡
内
題
｢
宴
曲
集
｣
｡
料
紙
'
厚
手
の
斐
紙
｡

胡
蝶
装
｡
墨
付
'
二
七
丁
｡
遊
紙
ナ
シ
｡
本
文
五
行
｡
奥
書
ナ
シ
｡
な
お
､
本
書
は
『
大
東
急
記
念

文
庫
善
本
叢
刊
』
(
二
〇
〇
三
年
四
月
～
刊
行
中
)
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
｡

○
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
無
署
名
本

十
三
冊
(
｢
宴
曲
集
巻
第
一
～
五
｣
､
｢
宴
曲
抄
上
中
下
｣
､
｢
真
曲
抄
｣
｢
拾
菓
集
上
下
｣
｢
拾
某
抄
｣
｢
別

紙
追
加
曲
｣
)
の
う
ち
の
一
冊
｡
影
印
な
ら
び
に
書
誌
解
題
は
'
伊
藤
正
義
解
題
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢

書
4
4
宴
曲
上
』
に
所
収
｡

○
大
原
三
千
院
蔵
本

｢
宴
曲
集
巻
第
二
に
｢
宴
曲
集
巻
第
二
｣
の
二
丁
を
加
え
た
合
綴
本
｡
原
本
未
見
だ
が
､
外
相
南

都
子
氏
所
蔵
の
全
丁
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
と
'
蒲
生
美
津
子
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
の
口
絵
カ
ラ
ー

写
真
に
よ
っ
て
内
容
を
確
認
し
た
｡
蒲
生
氏
著
書
の
カ
ラ
ー
写
真
で
は
､
押
界
も
見
え
る
｡
書
誌
は
､

蒲
生
氏
著
書
に
所
収
｡

○
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
研
究
重
蔵
頼
秋
本

I
B
四

雅
楽
家
豊
原
頼
秋
旧
蔵
本
｡
原
本
未
見
｡
外
相
南
都
子
氏
所
蔵
写
真
に
よ
っ
て
確
認
し
た
｡
書
誌

は
､
蒲
生
氏
著
書
に
所
収
｡

こ
れ
ら
の
伝
本
と
金
春
宗
家
本
を
比
較
す
る
に
あ
た
り
､
外
相
久
江
『
早
歌
の
研
究
』
､
蒲
生
『
早

歌
の
音
楽
的
研
究
』
の
記
述
を
参
考
に
し
つ
つ
､
宴
曲
譜
本
の
性
質
に
つ
い
て
､
概
説
し
て
お
-
｡

宴
曲
の
譜
本
は
'
冊
子
の
形
式
で
'
詞
章
を
一
頁
に
五
行
書
き
と
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡

詞
章
以
外
に
記
載
さ
れ
る
事
項
は
'
以
下
の
も
の
で
あ
る
｡

曲
頭
記
-
-
宋
書
き
｡
曲
の
一
番
初
め
に
甲
･
乙
'
ま
た
は
地
と
し
て
､
音
階
を
示
す
｡

垂
れ
鍵
-
‥
･
朱
書
き
｡
音
階
に
な
ん
ら
か
の
変
化
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
記
号
｡
右
下
が
-

の
も
の
と
､
左
下
が
り
の
も
の
と
､
二
種
類
あ
る
｡

宋
譜
-
-
朱
書
き
｡
詞
章
の
右
に
｢
宮
･
商
･
角
･
徴
･
羽
｣
の
五
音
や
'
リ
ズ
ム
に
関
す

る
指
示
と
し
て
｢
延
曲
｣
ま
た
は
､
｢
延
曲
口
伝
在
之
｣
と
注
記
す
る
｡
ま
た
'
以

下
斉
唱
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
'
｢
助
音
｣
の
文
字
｡

墨
譜
-
‥
壷
量
目
き
の
記
号
｡

- 14-



ハ
カ
セ
-
-
詞
章
の
各
字
の
右
の
ゴ
マ
点
｡

拍
子
点
　
　
婁
曲
が
扇
で
拍
子
を
取
-
な
が
ら
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
､
｢
七
十
1
番
職
人
尽

歌
合
｣
　
に
措
か
れ
る
早
歌
う
た
ひ
の
姿
で
も
わ
か
る
｡
拍
子
点
は
､
扇
を
ど
こ

で
打
つ
か
を
示
す
｡

*
　
こ
の
ほ
か
､
｢
官
･
商
･
角
･
徴
･
羽
｣
　
の
五
音
や
｢
上
下
｣
　
の
し
る
L
も
あ
る
｡

傍
　
訓
･
-
‥
詞
章
の
漢
字
の
左
側
に
つ
-
｡
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
｡

濁
　
点
-
-
漢
字
･
仮
名
･
又
は
傍
訓
に
｢
-
｣
や
｢
･
｣
　
の
朱
点
を
付
す
｡

簡
略
に
述
べ
た
が
'
宴
曲
の
譜
本
に
は
､
詞
章
の
ほ
か
に
､
こ
う
し
た
も
の
が
記
載
さ
れ
る
｡
た

だ
し
､
す
べ
て
の
宴
曲
譜
本
に
こ
れ
ら
が
あ
る
わ
け
で
は
な
-
､
む
し
ろ
､
こ
れ
ら
す
べ
て
が
完
備

さ
れ
て
い
る
本
の
方
が
少
な
い
｡
本
稿
で
取
り
上
げ
る
金
春
宗
家
本
に
は
'
詞
章
以
外
に
右
の
す
べ

て
が
記
載
さ
れ
て
お
-
'
こ
れ
は
､
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
'
｢
宴
曲
集
巻
第
二
　
の
伝
本
で
は
'
大
東
急
本
は
善
本
で
は
あ
る
が
､
冒
頭
の
｢
春
｣

の
み
､
曲
頭
記
､
米
語
'
墨
譜
を
欠
き
'
残
り
九
曲
に
は
'
す
べ
て
の
音
楽
表
記
､
濁
点
'
傍
訓
が

付
さ
れ
て
い
る
｡

時
雨
亭
文
庫
無
署
名
本
も
'
非
常
に
善
本
で
､
曲
頭
記
'
垂
れ
鍵
'
宋
譜
､
墨
譜
､
傍
訓
'
す
べ

て
揃
っ
て
い
る
が
､
濁
点
は
な
い
｡

三
千
院
本
は
'
曲
頭
記
､
垂
れ
鍵
､
宋
譜
､
墨
譜
を
完
備
す
る
が
､
傍
訓
と
濁
点
は
な
い
｡

頼
秋
本
は
､
濁
点
が
な
-
､
｢
春
｣
｢
春
野
遊
｣
｢
夏
｣
｢
秋
｣
｢
月
｣
は
､
音
楽
表
記
と
傍
訓
は
あ
り
､

｢
郭
公
｣
は
朱
譜
を
欠
き
､
｢
秋
興
｣
｢
冬
｣
｢
雪
｣
は
､
詞
章
と
傍
訓
の
み
あ
る
｡

｢
宴
曲
集
巻
第
二
　
の
伝
本
の
状
況
か
ら
考
え
て
も
'
金
春
宗
家
本
の
よ
う
に
詞
章
と
音
楽
表
記
､

傍
訓
､
濁
点
を
完
備
し
た
本
は
､
大
変
貴
重
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
伝
本
を
比
較
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
は
､
音
楽
表
記
を
精
査
す
る
必
要
も
あ
る
が
､
稿
者
は
音
楽
学
的
な
立
場
で
は
な
-
､
書
誌
学
的
'

国
文
学
的
な
立
場
か
ら
の
考
察
を
行
う
｡

-
　
金
春
宗
家
本
の
宋
濁
点
に
つ
い
て

右
に
述
べ
た
よ
う
に
'
｢
宴
曲
集
巻
第
二
　
の
伝
本
の
中
で
､
濁
点
を
記
載
す
る
も
の
は
､
金
春
宗

家
本
の
他
に
は
'
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
み
で
あ
る
｡
謡
わ
れ
る
芸
能
の
宿
命
と
し
て
､
濁
点
表
記

の
有
無
は
最
重
要
事
項
の
一
つ
で
あ
る
｡
本
項
で
は
､
金
春
宗
家
本
に
記
載
さ
れ
た
濁
点
を
す
べ
て
'

表
に
し
て
､
大
東
急
本
と
の
比
較
を
試
み
た
｡
【
表
1
】

大
東
急
本
は
､
一
曲
冒
｢
春
｣
　
の
濁
点
表
記
が
三
箇
所
し
か
な
い
が
､
そ
れ
を
除
い
て
も
'
金
春

宗
家
本
の
方
が
､
濁
点
が
多
い
｡

ま
た
､
注
目
す
べ
き
点
は
､
大
東
急
本
に
濁
点
が
あ
る
箇
所
に
は
､
金
春
宗
家
本
に
も
濁
点
が
付

さ
れ
て
お
-
'
南
本
の
濁
点
の
付
さ
れ
た
箇
所
が
1
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
.
金
春
宗
家
本
に

濁
点
が
な
-
て
､
大
東
急
本
に
の
み
濁
点
が
あ
る
箇
所
は
'
次
の
通
-
で
あ
る
｡

(
大
東
急
本
)

｢夏｣

｢
げ
に
得
｣

｢
か
が
-
火
や
｣

｢
郭
公
｣｢
動
や
す
ら
ひ
け
む
｣

｢
贈
め
は
不
画
｣

｢秋｣

｢
九
矧
｣

｢
月
｣
｢
魂
月
｣

｢
秋
興
｣｢
裏
相
ぬ
れ
ば
｣

(
よ
み
)

(
げ
に
ま
づ
)

(
か
が
り
明
や
)

(
瑠
ち
)

(
ふ
朝
よ
く
)

(
な
が
づ
き
)

(
ざ
ん
げ
っ
)

(
う
ら
が
れ
ぬ
れ
ば
)

｢雪｣
｢
堀
を
｣
　
　
　
　
　
　
　
(
ず
い
を
)

で
あ
る
｡
｢
宴
曲
集
巻
第
二
全
体
を
比
較
し
て
わ
ず
か
八
例
で
あ
る
｡
｢
夏
｣
の
｢
か
が
り
び
｣
､
｢
秋
｣

｢
月
｣
｢
秋
興
｣
｢
雪
｣
の
事
例
は
､
金
春
宗
家
本
が
濁
点
を
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
｢
夏
｣
の
｢
だ

ち
や
す
ら
ひ
け
む
｢
郭
公
｣
　
の
事
例
は
､
大
東
急
本
の
誤
-
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

右
の
八
つ
の
例
外
よ
り
も
'
こ
こ
で
は
残
り
二
百
箇
所
以
上
の
大
東
急
本
の
濁
点
表
記
(
大
東
急

本
に
付
さ
れ
た
濁
点
の
う
ち
の
､
｣
#
)
と
'
金
春
宗
家
本
の
濁
点
表
記
が
1
致
す
る
t
と
い
う
事

実
に
着
冨
し
た
い
｡
金
春
宗
家
本
に
は
濁
点
が
付
さ
れ
､
大
東
急
本
に
は
な
い
場
合
を
'
す
べ
て
大

東
急
本
の
濁
点
省
略
と
考
え
れ
ば
､
実
際
謡
わ
れ
て
い
た
頃
の
宴
曲
に
は
､
清
濁
の
異
同
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
､
各
曲
の
清
濁
は
､
ほ
ほ
〓
疋
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

外
相
久
江
･
外
相
南
都
子
『
早
歌
全
詞
集
』
　
は
､
底
本
の
松
遭
舎
文
庫
旧
蔵
本
岡
不
崩
転
写
本
を

底
本
と
し
､
江
戸
期
書
写
本
の
中
で
濁
点
を
有
す
る
諸
本
も
ふ
ま
え
つ
つ
'
濁
点
を
付
し
て
い
る
｡

ま
た
､
外
相
南
都
子
｢
早
歌
の
　
(
正
本
)
　
に
つ
い
て
　
-
　
新
出
の
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
』
巻
第
四

:
c
a

を
中
心
に
　
-
　
｣
　
に
お
い
て
も
'
外
相
南
都
子
氏
所
蔵
の
坂
阿
署
名
『
宴
曲
集
巻
第
四
』
　
の
濁
点
と

『
早
歌
全
詩
集
』
　
の
濁
点
　
(
主
と
し
て
江
戸
期
転
写
本
の
島
原
桧
平
文
庫
本
(
甲
)
　
本
を
参
考
に
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
本
は
､
『
早
歌
全
詞
集
』
　
刊
行
段
階
で
は
唯
1
､
全
体
に
濁
点
が
付
さ
れ

た
伝
本
で
あ
っ
た
)
　
を
比
較
検
討
し
て
お
ら
れ
る
｡
外
相
南
都
子
氏
の
調
査
結
果
を
見
る
と
､
坂
阿

本
と
松
平
(
甲
)
本
と
で
は
､
濁
点
が
一
致
す
る
箇
所
と
不
1
敦
の
箇
所
と
が
混
在
す
る
よ
う
で
あ
る
｡

本
稿
の
調
査
結
果
が
､
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
　
に
限
っ
て
言
え
る
結
果
で
あ
っ
た
可
能
性
､
金
春
宗
家
本

と
大
束
急
本
が
同
系
統
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
一
致
で
あ
っ
た
可
能
性
な
ど
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
､
松
平
文
庫
本
の
よ
う
に
､
詞
章
だ
け
で
な
-
音
楽
表
記
な
ど
も
精
微
に
書
写
し
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た
江
戸
期
写
本
で
も
'
書
写
者
が
濁
点
を
窓
意
的
に
付
加
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
'
委
曲
の
詞
章
は
'
能
や
そ
の
他
の

(
-
こ

文
学
作
品
と
は
異
な
-
､
諸
本
に
よ
る
著
し
い
相
違
は
見
ら
れ
な
い
｡
諸
本
に
よ
っ
て
漢
字
や
仮
名

遣
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
も
､
耳
で
聞
く
際
に
は
諸
本
の
異
同
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
は
'

宴
曲
と
い
う
歌
謡
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
｡
そ
の
理
由
に
つ
い
て
､
外
相
久
江
氏
は
､
｢
早
歌
は
歌
う

も
の
で
あ
る
か
ら
t
 
l
字
･
1
旬
の
差
異
に
対
し
て
も
厳
密
な
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
て
'
成
立
の

頃
か
ら
'
既
に
､
僅
な
詞
章
の
相
違
に
つ
い
て
も
異
説
･
両
曲
と
称
し
て
区
別
し
､
そ
れ
ら
を
集
め

た
｢
異
説
秘
抄
口
伝
巻
｣
　
や
｢
撰
要
両
曲
巻
｣
と
い
う
伝
書
も
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｣
　
(
『
早

歌
の
研
究
』
)
と
考
え
て
お
ら
れ
る
｡

清
濁
は
､
時
に
は
言
葉
の
意
味
や
解
釈
の
相
違
を
も
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
'
重
要
な
事
項
で
あ
る
｡

そ
れ
が
､
歌
い
手
や
伝
本
に
節
付
を
付
け
る
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
プ
レ
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
'

こ
の
歌
謡
に
お
い
て
'
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
も
し
そ
う
し
た
プ
レ
が
許
さ
れ

る
状
況
で
あ
れ
ば
'
先
の
八
つ
の
よ
う
に
､
金
春
宗
家
本
と
大
東
急
本
と
濁
点
が
食
い
違
う
事
例
は
､

も
っ
と
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
｡

婁
曲
伝
本
は
'
実
際
に
謡
わ
れ
て
い
た
時
代
の
も
の
が
少
な
-
､
濁
点
を
有
す
る
本
と
な
る
と
'

さ
ら
に
少
な
い
｡
｢
宴
曲
集
巻
第
二
に
つ
い
て
は
'
金
春
宗
家
本
の
よ
う
な
善
本
が
出
現
し
､
同
じ

く
善
本
で
濁
点
も
有
し
た
大
東
急
本
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
へ
濁
点
の
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
っ

た
が
､
他
の
巻
に
つ
い
て
は
'
伝
本
の
残
存
状
況
か
ら
し
て
､
そ
う
し
た
比
較
す
ら
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
｡
そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
､
本
稿
に
お
い
て
､
室
町
期
書
写
の
宴
曲
写
本
の
濁
点
の

比
較
検
討
が
実
現
し
た
こ
と
は
､
宴
曲
研
究
の
一
つ
の
成
果
と
考
え
る
｡
と
同
時
に
､
謡
わ
れ
て
い

た
時
代
の
宴
曲
と
い
う
歌
謡
の
1
つ
在
り
方
の
可
能
性
を
､
こ
こ
に
提
示
し
て
お
-
｡

･
1
1
　
金
春
宗
家
本
の
朱
書
き
に
つ
い
て

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
､
金
春
宗
家
本
は
'
宴
曲
を
謡
う
際
に
必
要
な
､
す
べ
て
の
音
楽
表
記
を

完
備
し
た
本
で
あ
る
｡
本
来
で
あ
れ
ば
､
す
べ
て
の
音
楽
表
記
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
､
稿
者

に
は
そ
れ
を
行
う
見
識
は
な
く
､
墨
譜
の
調
査
ま
で
行
き
届
か
な
い
｡
そ
こ
で
､
朱
書
き
　
(
曲
頭
記
､

垂
れ
鍵
､
助
音
･
延
曲
の
表
記
)
　
に
つ
い
て
､
他
の
室
町
期
諸
本
と
比
較
し
た
｡

ま
ず
､
曲
頭
記
に
つ
い
て
｡
蒲
生
氏
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
　
に
よ
る
と
'
『
宴
曲
集
巻
第
l
』
　
の

曲
頭
記
は
､
諸
本
間
の
異
同
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
4
4
　
婁
曲
』

の
伊
藤
氏
解
題
に
よ
る
と
､
巻
に
よ
っ
て
は
曲
頭
記
に
異
同
が
あ
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
｡
金

春
宗
家
本
の
曲
頭
記
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
'

｢
春
｣
地
　
　
　
｢
花
｣
　
(
欠
損
)
　
　
｢
春
野
遊
｣
甲
　
　
｢
夏
｣
地

｢
郭
公
｣
乙
　
　
｢
秋
｣
地
　
　
　
　
　
｢
月
｣
甲
　
　
　
　
｢
秋
興
｣
乙

｢
冬
｣
甲
　
　
　
｢
雪
｣
地

と
な
っ
て
お
り
､
曲
頭
記
が
欠
損
し
た
｢
花
｣
以
外
は
'
他
の
諸
本
と
異
同
は
な
い
｡

次
に
'
垂
れ
鍵
に
つ
い
て
｡
蒲
生
氏
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
　
に
よ
る
と
､
垂
れ
鍵
も
諸
本
間
の

異
同
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡
念
の
た
め
､
金
春
宗
家
本
の
垂
れ
鍵
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
'
諸
本
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
が
､
一
箇
所
､
｢
雪
｣
の
う
ち
'
｢
梅
が
枝
に
花
ふ
-
ま
か
ふ
｣
の
箇
所
に
は
､
垂
れ

鍵
が
な
い
｡
こ
れ
は
､
金
春
宗
家
本
の
誤
脱
の
可
能
性
も
あ
る
｡

斉
唱
の
始
ま
-
を
示
す
｢
助
音
｣
に
つ
い
て
は
､
金
春
宗
家
本
と
諸
本
で
異
同
は
な
く
へ
す
べ
て

一
致
し
た
｡

金
春
宗
家
本
の
米
語
に
つ
い
て
'
も
う
一
つ
､
述
べ
て
お
-
｡
宴
曲
の
譜
本
は
､
能
の
謡
本
と
同
様
'

l
T
T
I
'

本
文
筆
者
と
節
付
者
は
別
で
あ
る
｡
金
春
宗
家
本
の
節
付
の
宋
譜
は
､
宴
曲
の
中
興
の
祖
で
あ
る
坂

口
盛
勝
坂
阿
の
宋
譜
に
､
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
｡

o
>

現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
､
坂
口
坂
阿
に
よ
る
節
付
本
は
､
十
一
本
あ
る
｡
こ
の
う
ち
､
近

年
発
見
さ
れ
た
'
外
相
南
都
子
氏
所
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
四
』
　
(
応
永
二
年
十
二
月
五
日
坂
阿
識
語
)
　
の

朱
書
き
と
､
金
春
宗
家
本
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
o

地

(
坂
阿
本
)

商
･
角

_　　　　　　　　　　　　　　　　_

;

-

蝣

f

>

.

L

ト

ト

r
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(
金
春
本
)

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
'
よ
-
似
て
い
る
こ
と
が
'
明
瞭
で
あ
る
｡
｢
地
｣
　
の
土
偏
の
第
三
画

が
'
左
に
出
ず
､
｢
也
｣
　
の
縦
棒
が
あ
ま
り
上
に
突
き
出
な
い
'
｢
助
音
｣
　
の
　
｢
且
｣
　
の
字
の
か
た
ち
､

｢
助
｣
に
比
べ
て
小
さ
-
｢
音
｣
と
書
-
か
た
ち
､
｢
商
｣
の
字
が
横
長
に
つ
ぶ
れ
て
い
る
か
た
ち
､
｢
角
｣

の
か
た
ち
第
五
画
が
特
別
長
い
こ
と
'
第
1
画
と
第
二
画
を
点
の
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
'

類
似
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
｡

外
相
南
都
子
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
､
同
氏
ご
所
蔵
の
坂
阿
本
を
本
稿
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
､
現
存
す
る
十
一
本
の
坂
阿
本
の
朱
書
き
は
､
い
ず
れ
も
こ
の
書
体
で
あ
る
｡

こ
の
特
徴
的
な
宋
書
き
は
'
坂
阿
だ
け
で
な
-
､
坂
阿
の
子
で
あ
り
弟
子
で
も
あ
る
口
阿
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
｡
口
阿
の
識
語
を
有
す
る
婁
曲
譜
本
は
､
竜
門
文
庫
所
蔵
『
宴
曲
技
華
』
　
で
あ
-
､

J
ド
∵

こ
の
一
本
の
み
が
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
｡
口
阿
識
語
本
『
宴
曲
技
華
』
　
の
朱
書
き
を
見
る
と
､
右



の
坂
阿
の
栄
と
や
は
り
､
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
識
語
の
な
い
宴
曲
譜
本
の
中
に
も
'
右
の
特

徴
的
な
書
体
の
朱
書
き
が
付
さ
れ
た
伝
本
が
あ
-
(
尊
経
閣
文
庫
蔵
広
憧
筆
『
宴
曲
抄
下
』
　
な
ど
)
､

右
の
比
較
だ
け
で
は
､
金
春
宗
家
本
を
坂
阿
に
よ
る
節
付
本
と
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
金
春

宗
家
本
は
'
坂
阿
､
口
阿
と
い
っ
た
当
時
最
も
知
ら
れ
た
宴
曲
の
玄
人
に
よ
る
節
付
本
で
あ
る
t
　
と

い
う
こ
と
だ
け
は
､
言
え
る
だ
ろ
う
｡

先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
坂
阿
､
ロ
阿
父
子
の
活
躍
時
期
は
､
お
お
よ
そ
以
下
の
よ

う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

坂
阿
は
生
没
年
な
ど
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
､
延
文
二
年
二
三
五
七
)
　
に
道
阿
か
ら
　
『
異
説

(3)

秘
抄
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
　
(
尊
経
閣
文
庫
本
『
異
説
秘
抄
口
伝
巻
』
　
識
語
)
｡
そ
し
て
､
明
徳
二

二
三
九
l
 
V
年
頃
か
ら
応
永
三
年
へ
一
三
九
六
)
頃
ま
で
の
間
に
､
現
存
の
坂
阿
本
の
節
付
を
施
し
た
｡

口
阿
は
'
貞
和
三
年
(
l
三
四
五
)
頃
に
生
ま
れ
'
明
徳
三
年
八
一
三
九
二
)
　
に
坂
阿
か
ら
『
異
説
秘

(3)

抄
口
伝
巻
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
(
尊
経
閣
文
庫
本
『
異
説
秘
抄
口
伝
巻
』
識
語
)
｡
永
享
八
年
(
一
四
三
六
)

CS)

に
九
十
歳
､
文
安
年
間
へ
1
四
四
四
～
)
頃
に
九
十
七
㌧
八
歳
ぐ
ら
い
の
長
寿
で
没
し
て
い
る
｡

金
春
宗
家
本
の
書
写
年
代
を
｢
坂
阿
､
口
阿
父
子
が
活
躍
し
た
時
期
｣
と
す
る
と
'
十
四
世
紀
半

ば
か
ら
十
五
世
紀
半
ば
の
約
百
年
間
と
､
か
な
-
の
幅
が
で
き
て
し
ま
う
｡
も
う
少
し
'
書
写
年
代

を
限
定
す
る
と
す
れ
ば
'
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
一
連
の
坂
阿
本
が
節
付
さ
れ
た
'
明
徳
二
年
頃
か

ら
'
口
阿
の
没
し
た
文
安
頃
ま
で
の
間
と
し
て
お
-
べ
き
か
｡

三
㌧
　
｢
今
春
太
夫
鎮
喜
｣
　
に
つ
い
て

金
春
宗
家
本
の
識
語
は
'
元
の
識
語
の
約
二
行
分
の
文
字
を
削
り
､
そ
の
上
か
ら
墨
書
さ
れ
て
い

る
｡
削
除
さ
れ
た
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
､
現
存
の
宴
曲
譜
本
か
ら
推
測
す
る
と
､
相
伝
者
､
被
相

伝
者
､
相
伝
の
年
月
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
｡

削
除
さ
れ
た
部
分
に
上
書
き
さ
れ
た
､
｢
今
春
太
夫
鎮
喜
《
花
押
》
｣
は
'
お
そ
ら
-
'
所
蔵
者
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
署
名
で
あ
ろ
う
｡
問
題
と
な
る
の
は
､
今
春
太
夫
鎮
書
が
い
つ
頃
の
人
物
で
､

削
除
し
て
そ
の
署
名
を
し
た
の
が
い
つ
か
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
『
能
楽
源
流
考
』
　
や
　
『
金
春
古
伝

書
集
成
』
と
い
っ
た
先
行
研
究
を
確
認
し
て
も
､
そ
の
よ
う
な
名
前
の
大
夫
は
見
当
た
ら
ず
､
本
稿

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
'
資
料
を
調
査
し
て
も
み
た
が
､
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
｡

こ
う
し
た
状
況
で
何
か
を
書
い
て
も
､
そ
れ
は
､
全
-
の
仮
定
に
す
ぎ
ず
､
今
後
何
か
資
料
が
見

つ
か
れ
ば
､
訂
正
し
な
-
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
'
一
応
'
現
時
点
で
の
稿
者
の
見
解
を
述

べ
て
お
-
｡

歴
代
の
金
春
大
夫
は
'
表
章
･
伊
藤
正
義
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
　
に
詳
細
が
報
告
さ
れ
て
お
-
､

金
春
禅
竹
以
後
の
大
夫
に
つ
い
て
は
､
生
没
年
や
幼
名
と
い
っ
た
､
具
体
的
な
事
項
も
判
明
し
て
い

る
｡
も
し
も
今
春
太
夫
鎮
書
が
'
金
春
禅
竹
以
後
の
大
夫
で
あ
る
な
ら
ば
'
『
金
春
吉
伝
書
集
成
』
　
編

者
が
系
図
作
成
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
三
十
七
種
の
文
献
資
料
の
い
ず
れ
か
に
'
記
載
が
あ
る
可
能

性
が
高
い
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
記
載
が
な
い
と
な
る
と
､
今
春
太
夫
鎮
書
は
､
禅
竹
以
後
の
大
夫

が
一
時
的
に
名
乗
っ
た
名
前
か
､
あ
る
い
は
､
禅
竹
以
前
の
大
夫
､
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

ま
た
､
冒
頭
に
掲
げ
た
世
阿
弥
､
禅
竹
､
禅
鳳
の
文
献
を
見
て
も
､
世
阿
弥
や
禅
竹
は
､
自
身
も

宴
曲
を
謡
い
'
婁
曲
に
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
'
永
正
十
三
年
八
一
五
一
六
)
頃
の
禅
鳳

は
｢
早
歌
･
平
語
､
又
は
諸
衆
の
声
明
を
聞
候
に
-
-
｣
と
､
宴
曲
を
平
曲
や
声
明
と
い
っ
た
'
そ

の
他
の
芸
能
全
般
の
中
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
様
子
で
あ
り
､
若
年
の
頃
は
と
も
か
く
､
そ

の
頃
の
禅
鳳
自
身
は
'
婁
曲
を
謡
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
世
阿
弥
や
禅
竹
の
時
代
に
は
､

能
役
者
も
能
だ
け
で
な
-
'
多
芸
を
こ
な
せ
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
か
っ
た
よ
う
で
'
享
徳
三
年

(S)

二
四
五
四
)
前
後
の
　
『
応
仁
略
記
』
　
の
記
事
か
ら
も
､
そ
う
し
た
事
情
が
伺
え
る
｡

中
に
も
御
輿
宴
と
覚
え
L
は
｡
今
次
郎
弥
々
若
と
呼
れ
し
童
形
｡
什
欝
D
親
の
音
曲
さ
る
事
な
れ
ば
｡

早
歌
は
走
て
歌
ら
ん
｡
一
曲
と
御
所
望
有
L
に
｡
｢
花
見
の
御
幸
と
聞
え
L
は
保
安
第
五
の
衣
更

着
｣
と
歌
ひ
出
す
｡
一
座
の
興
宴
公
方
(
義
政
)
　
御
気
色
｡
其
項
の
褒
美
天
下
の
沙
汰
此
事
な

り
き
｡

今
次
郎
と
弥
々
若
が
謡
っ
た
の
は
､
『
婁
曲
集
巻
第
一
』
所
収
の
｢
花
｣
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
事

例
を
考
え
て
も
'
金
春
宗
家
本
の
よ
う
な
､
音
楽
表
記
や
濁
点
を
完
備
し
た
宴
曲
譜
本
を
必
要
と
し

た
の
は
､
禅
竹
や
禅
竹
以
前
の
世
代
の
金
春
大
夫
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
｡

先
の
書
写
年
代
を
考
慮
し
'
禅
竹
が
金
春
大
夫
氏
信
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら

除
外
す
る
と
､
｢
今
春
太
夫
鎮
喜
｣
は
､
禅
竹
の
祖
父
で
あ
る
金
春
確
守
か
'
父
の
弥
三
郎
あ
た
り
を

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ち
な
み
に
､
金
春
権
守
は
至
徳
二
年
(
二
二
八
五
)
　
に
興
福
寺
禅
定
院
で
の
九
条
殿
饗
応
猿
楽
に
､

金
春
大
夫
と
し
て
出
勤
し
て
お
り
'
金
春
弥
三
郎
は
翌
至
徳
三
年
に
金
春
大
夫
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
｡

ま
た
'
応
永
三
十
1
　
八
一
四
二
四
)
年
に
､
金
春
大
夫
が
京
都
八
条
坊
門
に
て
勧
進
猿
楽
を
行
っ
て

い
る
が
､
禅
竹
が
大
夫
に
な
っ
た
年
代
が
応
永
三
十
五
年
以
前
(
『
六
義
』
奥
書
)
　
で
あ
る
こ
と
し
か

わ
か
ら
な
い
た
め
､
応
永
三
十
一
年
の
金
春
大
夫
が
､
弥
三
郎
か
禅
竹
か
､
比
定
で
き
な
い
｡
(
以
上
､

す
べ
て
　
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
　
の
｢
金
春
三
代
略
伝
｣
｢
金
春
座
略
年
譜
｣
参
照
)
｡

以
上
は
､
禅
竹
以
前
の
金
春
大
夫
関
連
資
料
が
稀
少
な
現
状
に
お
い
て
立
て
た
､
稿
者
の
仮
説
で

あ
っ
て
'
今
後
､
禅
竹
以
前
の
金
春
大
夫
の
事
情
を
知
る
手
が
か
-
が
出
現
す
れ
ば
'
た
だ
ち
に
訂

正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

四
㌧
　
お
わ
り
に

能
と
宴
曲
と
の
関
わ
り
は
､
こ
れ
ま
で
作
品
研
究
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ

た
｡
野
村
八
良
民
へ
　
香
西
精
氏
､
伊
藤
正
義
氏
'
外
村
南
都
子
氏
､
竹
本
幹
夫
氏
ら
先
学
は
､
宴
曲(ft)

が
能
の
作
品
の
主
題
と
し
て
､
ま
た
修
辞
の
1
部
と
し
て
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
｡
ま

た
へ
　
宴
曲
と
能
の
音
楽
的
な
関
連
に
つ
い
て
は
'
東
儀
銭
笛
氏
や
横
道
寓
里
雄
氏
､
蒲
生
美
津
子
氏

17
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ー

0
川
)

ら
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
｡
だ
が
'
能
と
婁
曲
と
の
歴
史
的
な
関
わ
-
に
つ
い
て
は
､
資
料
が

少
な
-
､
論
じ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
｡

し
か
し
'
今
回
､
金
春
宗
家
安
明
氏
に
よ
っ
て
'
同
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
'
能
と
宴
曲
と
の
関
わ
り
を
､
我
々
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
｡ま
た
､
金
春
宗
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
≡
は
､
宴
曲
譜
本
と
し
て
見
た
と
き
に
も
､
音
楽
的
表
記

を
完
備
し
た
善
本
で
あ
-
､
実
際
謡
わ
れ
て
い
た
頃
の
婁
曲
の
在
り
方
を
知
る
上
で
､
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
｡

本
稿
に
お
い
て
'
こ
れ
ほ
ど
の
貴
重
資
料
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
か
み
し
め
る
と
と
も

に
､
能
と
宴
曲
と
の
関
わ
-
､
室
町
期
の
婁
曲
の
か
た
ち
の
探
究
に
'
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
｡

注
(
-
)
吉
田
東
伍
｢
宴
曲
と
は
何
ぞ
｣
(
『
宴
曲
全
集
』
早
稲
田
大
学
出
版
､
1
九
一
七
'
所
収
)
'
外
相

久
江
｢
早
歌
関
係
史
料
｣
(
『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
第
二
東
門
社
会
科
学
第
二
十
五
集
｡
昭
和

四
十
八
年
十
月
)

(
2
)
表
章
･
月
曜
会
編
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集
校
訂
編
』
岩
波
書
店
'
一
九
九
七
｡

(
3
)
表
章
校
注
『
申
楽
談
儀
』
岩
波
文
庫
､
一
九
六
〇
Q

(
4
)
表
章
･
伊
藤
正
義
校
注
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
わ
ん
や
書
店
'
一
九
六
九
｡

(
5
)
永
享
八
年
二
四
三
六
)
正
月
廿
八
日
の
『
看
聞
御
記
』
の
記
事
は
'
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

其
後
藤
寿
石
阿
等
被
召
参
｡
(
中
略
)
藤
寿
先
施
芸
｡
吹
尺
八
｡
歌
一
声
｡
次
打
八
擬
｡
観
世
(
猿
楽
)

両
三
人
参
O
付
名
人
也
｡
笛
鼓
拍
之
｡
次
コ
キ
リ
コ
詠
小
歌
舞
｡
次
白
拍
子
舞
｡
次
平
家
語
.
次
男

執
｡
八
撰
コ
キ
リ
コ
度
々
被
打
.
其
芸
皆
以
神
也
妙
也
｡
感
嘆
無
極

(
6
)
宴
曲
の
諸
本
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
､
以
下
の
六
本
で
あ
る
｡

･
吉
田
東
伍
｢
宴
曲
の
譜
本
｣
(
『
宴
曲
全
集
』
所
収
)

･
新
聞
進
一
校
注
『
中
世
近
世
歌
謡
集
』
の
｢
諸
本
｣
の
項
(
『
日
本
古
典
文
学
大
系
碧
岩
波
書
店
､

1
九
五
九
､
所
収
)

･
外
村
久
江
｢
早
歌
十
六
冊
伝
本
の
研
究
｣
(
『
早
歌
の
研
究
』
至
文
堂
､
一
九
六
五
㌧
所
収
)

･
蒲
生
美
津
子
｢
早
歌
語
諸
本
の
書
誌
｣
(
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
三
省
堂
､
1
九
八
三
)

･
外
相
久
江
･
外
村
南
都
子
『
早
歌
全
詞
集
』
(
三
弥
井
書
店
'
一
九
九
三
)
の
｢
諸
本
に
つ
い
て
｣

の
項
｡

･
伊
藤
正
義
解
題
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
4
4
宴
曲
上
』
(
朝
日
新
聞
社
､
一
九
九
六
)
の
｢
五
'

宴
曲
の
諸
本
｣
の
項
｡

ま
た
'
諸
本
の
一
部
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
､
野
村
八
良
書
写
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
落

合
博
志
｢
常
磐
於
文
庫
蔵
早
歌
語
本
解
題
｣
(
『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
1
5
号
､

一
九
九
六
年
三
月
)
が
あ
り
'
吉
田
東
伍
旧
蔵
宴
曲
資
料
に
つ
い
て
の
報
告
は
'
拙
稿
｢
明
治
期

に
お
け
る
宴
曲
研
究
史
-
吉
田
文
庫
蔵
宴
曲
資
料
を
め
ぐ
っ
て
ー
｣
(
『
演
劇
映
像
』
1
4
7
号
､

二
〇
〇
六
年
三
月
)
　
が
あ
る
｡

(
7
)
豊
原
頼
秋
は
､
雅
楽
家
､
天
和
六
八
二
ハ
二
〇
)
l
冗
禄
六
二
六
九
三
)
o
天
王
寺
方
薗
広
瀬
次
男
､

養
子
｡
法
名
､
頼
秋
院
幽
室
日
栄
｡
(
以
上
､
蒲
生
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
に
よ
る
｡
)

(
8
)
外
相
南
都
子
｢
早
歌
の
(
正
本
)
に
つ
い
て
-
新
出
の
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
』
巻
第
四
を
中

心
に
　
-
　
｣
(
『
国
文
白
百
合
』
曹
号
､
二
〇
〇
五
年
三
月
)

(
9
)
金
春
宗
家
本
翻
刻
末
尾
に
付
記
し
た
【
本
文
校
異
】
【
濁
点
の
校
異
】
の
項
参
照
｡

(
2
)
外
相
久
江
氏
は
先
行
研
究
に
お
い
て
'
『
康
富
記
』
文
安
元
年
(
一
四
四
四
)
閏
六
月
十
言
付
｢
松

岡
早
警
毒
参
会
｣
と
い
う
事
例
を
あ
げ
'
早
歌
本
文
を
書
-
専
門
の
職
人
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
｡

(
3
)
現
存
す
る
坂
阿
本
十
1
本
に
つ
い
て
へ
簡
略
に
記
す
｡

明
徳
二
年
七
月
廿
五
日

十
一
月
十
五
日

十
二
月
十
三
日

明
徳
三
年
二
月
九
日

六
月
1
日

十
一
月
十
五
日

応
永
元
年
八
月
甘
二
日

応
永
二
年
十
二
月
五
日

十
二
月
十
三
日

応
永
三
年
四
月
五
日

婁
曲
集
三

宴
曲
抄
上

宴
曲
抄
中

宴
曲
抄
下

究
百
集

拾
菓
集
上

玉
林
苑
下

宵
山
=
?
｣

宴
曲
砂
上

(
I
x
S
)

×
S
)

/
L
O
x
m

(
8
×

(
謝
×
ー
)

(
謝
×
1
)

(
S
x
.
-
¥
)

×
1
-
2
濁
点
有
)

/
c
o

(
^
o
x
1
-
6
濁
点
有
)

真
曲
抄
　
　
　
×
S
)

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

外
相
南
都
子
氏

京
都
府
立
総
合
資
料
館

円
徳
寺

こ
の
ほ
か
､
奥
書
は
な
い
が
'
内
容
か
ら
坂
阿
本
に
比
定
さ
れ
た
｢
真
曲
抄
｣
が
､
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡

現
存
十
一
本
の
坂
阿
本
の
う
ち
､
円
徳
寺
所
蔵
『
真
曲
抄
』
(
応
永
三
年
卯
月
五
日
坂
阿
識
語
｡

原
本
未
見
｡
外
相
南
都
子
氏
所
蔵
写
真
版
に
て
内
容
を
確
認
し
た
｡
書
誌
は
'
蒲
生
氏
著
書
に
よ

る
｡
)
は
､
朱
書
き
だ
け
で
な
-
､
本
文
詞
章
の
字
体
も
酷
似
し
て
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
本
は
､
蒲

生
氏
著
書
に
記
載
さ
れ
た
書
誌
に
よ
る
と
'
本
の
大
き
さ
も
2
-
0
粍
×
1
-

0
粍
で
'
金
春
宗
家
本
(
3
粍

×
1
-
9
粍
)
と
ほ
ぼ
1
致
し
て
お
り
'
原
本
を
調
査
し
て
い
な
い
た
め
速
断
は
で
き
な
い
が
,
そ
の
関

係
性
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

外
相
南
都
子
氏
所
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
四
』
は
'
注
8
の
ほ
か
､
外
相
南
都
子
･
橋
本
裕
規
子
･
吉

良
裕
美
子
･
杉
田
良
恵
｢
[
翻
刻
]
応
永
二
年
坂
阿
署
名
『
宴
曲
集
巻
第
四
』
｣
(
『
言
語
･
文
学
研
究

論
集
』
第
五
号
'
二
〇
〇
五
年
三
月
)
に
書
誌
な
ら
び
に
全
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
貴
重
な

資
料
を
閲
覧
､
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
､
御
礼
を
申
し
上
げ
る
｡

京
都
壁
且
総
合
資
料
館
蔵
『
宴
曲
抄
上
』
に
つ
い
て
は
､
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
H
P
の
｢
貴

重
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
3
.
l
i
b
r
a
r
y
.
p
r
e
f
.
k
y
o
t
o
.
j
p
＼
)
に
全
丁
の
カ
ラ
ー
写
真
が
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
(
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在
)
｡

(
ほ
)
川
瀬
l
馬
監
修
『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
第
九
巻
』
阪
本
龍
門
文
庫
'
1
九
八
七
.

(
2
)
尊
経
閣
文
庫
本
『
異
説
秘
抄
口
伝
巻
』
識
語
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於
当
道
為
秘
説
　
但
坂
口
平
三
盛
勝
音
曲
五
音
達
者
極
奥
頭
上
者
　
此
巻
令
相
伝
者
也

千
時
延
文
第
二
暦
無
射
下
旬
之
比
以
正
本
書
写
之

沙
弥
道
阿
在
判

(
3
)
　
尊
経
閤
文
庫
本
『
異
説
秘
抄
口
伝
巻
』
　
識
語

此
巻
錐
為
秘
説
　
平
盛
事
令
相
伝
者
也

明
徳
三
年
六
月
一
日

沙
弥
坂
阿
在
判

(
3
)
　
龍
門
文
庫
本
『
宴
曲
技
華
』

永
享
八
年
二
四
三
六
)
卯
月
五
日

坂
口
左
京
亮
平
盛
幸

九
十
歳
口
阿
　
(
花
押
)

な
お
'
口
阿
が
九
十
七
､
八
歳
の
長
寿
で
没
し
た
と
い
う
記
事
が
'
心
敬
｢
ひ
と
-
言
｣
　
に
あ
る
こ

と
を
外
村
久
江
氏
が
指
摘
し
て
い
る
｡

(
2
)
　
外
村
民
は
'
今
次
郎
弥
々
若
の
親
を
猿
楽
役
者
と
'
今
次
郎
'
弥
々
若
を
猿
楽
役
者
の
子
供
と
推

定
し
た
｡
幼
年
期
に
今
次
郎
､
弥
々
若
と
名
乗
っ
た
猿
楽
役
者
を
､
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
｡
だ
が
､
足
利
義
政
に
召
し
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
寵
愛
を
受
け
､
｢
親
の
音
曲
｣
も
知
れ
渡
っ
て

い
た
'
さ
ら
に
資
料
の
文
面
か
ら
す
る
と
､
そ
の
親
は
早
歌
以
外
の
道
の
者
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
'

そ
う
な
る
と
'
猿
楽
役
者
の
可
能
性
は
濃
厚
で
あ
ろ
う
｡

野
村
八
良
｢
謡
曲
の
文
句
｣
　
(
『
能
楽
』
　
六
巻
八
号
明
治
四
十
一
年
八
月
号
)
､
香
西
精
｢
作
者
と

本
説
｣
　
(
『
能
謡
新
考
』
槍
書
店
､
1
九
七
二
)
伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集
』
新
潮
社
､
1
九
八
三
～

一
九
八
八
'
外
相
南
都
子
『
早
歌
の
心
情
と
表
現
』
三
弥
井
書
店
､
二
〇
〇
五
'
竹
本
幹
夫
｢
琳
阿

考
-
南
北
朝
期
曲
舞
作
者
の
横
顔
-
｣
　
(
『
芸
能
史
研
究
』
　
五
十
三
巻
'
1
九
七
六
年
四
月
)
　
ほ
か
｡

(
2
)
東
儀
銭
笛
｢
宴
曲
の
研
究
的
復
活
｣
　
(
『
宴
曲
全
集
』
)
､
横
道
寓
里
雄
｢
早
歌
の
新
旧
｣
　
(
『
能
劇
の

研
究
』
岩
波
書
店
'
一
九
八
六
)
､
蒲
生
　
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
ほ
か
｡

[
付
記
]
本
稿
作
成
に
あ
た
-
､
貴
重
資
料
の
閲
覧
調
査
な
ら
び
に
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
､
前
金
春

宗
家
金
春
信
高
先
生
､
金
春
宗
家
安
明
先
生
に
､
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
｡

｢｢  [  ｢｢ r  r

識丁装科内外表寸時形所書
語数丁紙題題紙法代態蔵誌
｣　　　　｣　｣　　　　]　　　　　　]　　　　　　]　　　　　｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

金
春
宗
家

写
本
'
一
冊

八
重
町
中
後
期
)

縦
二
五
･
一
糎
×
横
一
六
･
九
糎

薄
茶
色
表
紙
｡
わ
ず
か
に
雲
母
が
残
る
｡
押
八
双
｡

ナ
シ
宴
曲
集
巻
第
一
　
四
季
部

斐
紙
綴
帖
装

目
録
1
丁
､
本
文
二
二
T
o
最
終
丁
を
切
除
し
た
跡
が
あ
る
｡

金
春
太
夫
/
秦
鎮
喜
《
花
押
》

【
凡
例
】
-
-
基
本
的
に
'
『
早
歌
全
詞
集
』
　
の
凡
例
に
準
ず
る
｡

･
底
本
に
は
句
読
点
は
な
い
が
'
本
曲
に
つ
い
て
は
句
と
句
の
間
を
1
字
あ
け
た
0

･
本
曲
の
仮
名
遣
い
は
'
底
本
の
通
-
に
し
た
｡

･
ふ
-
が
な
は
'
底
本
は
本
文
の
左
に
片
仮
名
で
付
け
て
あ
る
が
､
右
に
付
け
た
｡

･
濁
点
は
､
底
本
は
漢
字
･
ひ
ら
が
な
の
左
'
ま
た
は
ふ
-
仮
名
の
右
に
単
点
で
付
さ
れ
て
い
る
が
､
漢
字

の
濁
点
は
＼
　
ひ
ら
が
な
の
濁
点
は
濁
点
の
あ
る
ひ
ら
が
な
､
ふ
り
が
な
の
濁
点
は
濁
点
の
あ
る
カ
タ
カ

ナ
で
翻
刻
し
た
｡

ハ
ル
　
･
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ド
カ

例
　
春
風
　
う
ぐ
ひ
す
閑
に
て

･
底
本
の
異
体
字
な
ど
は
'
通
用
の
漢
字
に
改
め
た
｡

･
欠
損
で
判
読
不
能
な
箇
所
は
口
と
し
た
｡
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【
翻
刻
】

宴
曲
集
巻
第
一
四
季
部

秦春
野
遊

花

冬　秋　秋　夏
興

雪



春

カ

ス

ミ

ク

モ

ヰ

ハ

ル

タ

チ

ア

マ

ト

ア

ク

ケ

シ

キ

ノ

ド

カ

霞
た
な
び
-
雲
井
よ
り
　
春
立
け
-
な
天
の
戸
の
　
(
助
昔
)
明
る
気
色
も
閑
に
て
　
う
ぐ
ひ
す
口
そ
ふ

ハ
ル
　
･
　
カ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
　
　
　
　
シ
タ
　
　
　
　
ナ
ヲ
ム
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
マ
　
　
　
コ
ホ
リ
ト
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　
ハ
ル

春
風
　
霞
む
と
す
れ
ど
あ
は
雪
の
　
下
草
は
尚
結
ほ
を
れ
て
　
岩
間
の
氷
解
や
ら
す
　
争
か
春
の
こ
え
っ
ら

ナ
　
コ
ソ
　
　
セ
キ
　
　
ア
ヅ
マ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
メ
　
　
カ
　
　
　
　
サ
ク
ラ
　
ハ
ナ
　
ニ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ナ
ギ
　
ユ
ダ
　
サ
カ
セ

む
　
な
采
の
関
の
東
口
　
そ
よ
や
あ
ら
ま
は
し
き
は
梅
が
香
を
　
桜
の
花
に
旬
は
せ
て
　
柳
が
枝
に
発
て

モ
､
チ
　
ド
リ
コ
ヅ
タ
　
　
　
　
オ
ノ
　
　
ハ
　
･
　
　
　
　
　
-
ダ
レ
　
　
　
　
　
モ
ノ
　
　
　
　
　
タ
レ
　
ホ
､
セ
　
　
　
　
　
ナ
ク
ネ
　
　
　
タ
へ

し
が
な
　
百
千
鳥
木
伝
へ
ば
己
が
羽
風
に
も
　
乱
ぬ
べ
き
物
を
な
　
誰
に
負
て
か
　
鳴
音
も
絶
せ
ざ
る
ら

ヤ
　
ヱ
ヤ
マ
ブ
キ
ム
ラ
サ
キ
フ
カ
キ
フ
ヂ
ナ
-
　
-
ギ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ケ
　
　
ヲ
モ
　
　
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
オ
ラ

む
　
八
重
款
冬
紫
探
き
藤
並
　
汀
に
な
び
-
池
の
面
　
取
々
に
ぞ
や
お
ぼ
ゆ
る
　
し
ゐ
て
や
手
折
ま
し

オ

ラ

ヤ

ヨ

ヒ

ナ

ガ

キ

ク

ラ

折
で
や
か
ざ
ゝ
ま
L
や
な
　
三
月
の
永
き
春
日
も
　
な
を
あ
か
な
く
に
暮
し
っ

ウ
チ
ト
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
ヒ
モ
ナ
ガ
キ
　
　
　
　
　
ア
カ
　
　
　
　
ク
ラ
　
　
ヤ
マ
ド
リ
　
　
　
　
ヲ
ノ
エ
　
サ
ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
キ
　
　
モ
ト

は
打
解
る
　
花
の
下
紐
永
日
も
　
飽
で
ぞ
暮
口
山
鳥
の
　
尾
上
の
桜
さ
き
し
よ
り
一
木
が
本
□
あ
や
な

カ

タ

-

ヤ

コ

･

-

ヨ

シ

ノ

ヲ

ハ

ツ

セ

シ

ガ

カ

タ

ノ

ミ

ノ

-
て
　
見
き
と
語
ら
ん
都
人
に
　
い
ざ
う
ち
む
れ
て
三
芳
野
や
　
大
泊
瀬
志
賀
の
山
ご
え
　
片
野
の
御
野
の

サ
ク
ラ
ガ
リ
　
キ
ヾ
ス
ナ
ク
ノ
　
エ
フ
ケ
プ
リ
　
タ
ッ
ク
　
　
ヲ
タ
　
　
イ
ク
カ
ス
-
　
　
　
　
ハ
ケ
　
　
タ
レ
ク
ル
ス
ノ
　
ヤ
ド
リ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヅ
ネ
イ
ル
ノ
　
　
ツ
ポ
ズ
ミ
レ
　
ツ
　
ミ

桜
狩
　
雑
鴫
野
の
夕
煙
　
龍
田
の
奥
の
幾
霞
　
霞
を
分
て
誰
栗
栖
野
に
宿
と
ら
む
　
尋
入
野
の
壷
重
　
菜
摘

キ
　
　
　
　
コ
ヨ
ヒ
　
　
　
　
　
　
ナ
ゴ
リ
　
　
ソ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ノ
　
　
シ
バ
フ
　
　
ツ
ユ
ハ
ケ
ゴ
ロ
モ
　
ヒ
　
　
エ
フ
プ
レ
　
　
カ
エ
ル
サ

て
や
来
な
む
今
夜
ね
て
　
名
残
の
袖
は
し
ぼ
る
と
も
　
小
野
の
芝
生
の
露
分
衣
　
日
も
夕
幕
の
帰
様

花ギ
ポ
ク
ノ
ト
ク
ア
リ
　
　
　
　
ナ
　
　
ア
ラ
ハ
　
　
　
ア
フ
タ
ウ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
　
　
　
ス
グ
レ
　
　
　
　
ク
レ
ナ
ヰ
ザ
ク
ラ
イ
ト
サ
ク
ラ
　
ハ
ツ
ハ
ナ
ザ
ク
ラ

春
は
義
木
の
徳
有
て
　
名
を
顕
せ
る
桜
□
李
　
(
普
)
此
花
の
中
に
も
勝
た
る
　
紅
桜
糸
桜
　
初
花
桜
さ
け

コ
ズ
エ
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
ク
モ
　
　
　
　
　
ト
コ
ロ
　
　
ナ
タ
カ
　
　
　
　
　
　
セ
キ
　
ス
　
　
ス
-
　
　
キ
ン
コ
ク
エ
ン
　
　
ロ
セ
ン
　
ホ
ト
リ
　
キ
ン
シ
ウ
コ
ク
　
　
ワ
ガ

る
よ
-
　
梢
に
か
ゝ
る
白
雲
　
花
の
所
の
名
高
き
は
　
石
崇
が
任
し
金
谷
園
　
炉
山
の
辺
の
錦
繍
谷
　
我

テ
ウ
　
　
ヨ
シ
ノ
ヤ
マ
　
　
タ
ッ
ク
　
ハ
ツ
セ
　
　
シ
　
ガ
　
　
ヤ
マ
　
　
ナ
　
ラ
　
　
ミ
ヤ
コ
　
　
ヤ
　
エ
サ
ク
ラ
　
ヲ
ホ
ウ
チ
ヤ
マ
　
　
ハ
ナ
ザ
ク
ラ
　
　
ク
モ
ヰ
　
　
サ
ク
ラ

朝
の
芳
野
山
　
龍
田
泊
瀬
志
賀
の
山
　
奈
良
の
都
の
八
重
桜
　
大
内
山
の
花
桜
　
雲
居
の
桜
を
か
ざ
す
な

リ
ン
ジ
　
　
マ
ツ
リ
　
マ
ヒ
･
　
　
ハ
ナ
シ
ヅ
メ
　
マ
ツ
リ
　
　
　
ゲ
　
1
1
　
サ
　
バ
　
コ
ノ
カ
…
ノ
　
メ
グ
…
タ
ノ
モ
シ
キ
　
　
イ
　
サ
　
ホ
　
　
　
　
　
テ
ン
ハ
ウ
　
　
　
　
ワ
カ
ザ
ク
　
　
ミ
ヤ

る
　
臨
時
の
祭
の
舞
人
　
鏡
花
□
祭
は
　
勝
佐
波
此
神
の
恵
ぞ
悪
敷
　
去
来
穂
別
の
天
皇
の
　
椎
桜
の
宮

ハ
ナ
　
サ
カ
ヅ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
カ
ド
　
　
ハ
ナ
　
　
エ
ン
　
テ
ン
チ
ヤ
ウ
ハ
チ
ネ
ン
　
　
ハ
ル
ナ
リ
　
　
ハ
　
ナ
-
　
.
コ
カ
ウ
　
　
キ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
ア
ン
ダ
イ
･

の
花
の
盃
　
淳
和
の
御
門
の
花
の
宴
　
天
長
八
年
の
春
也
　
花
見
の
御
幸
と
聞
え
L
は
　
保
安
第
五
の

キ
サ
ラ
ギ
　
　
ヨ
ロ
ヅ
ヨ
　
タ
メ
シ
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
カ
ハ
　
　
カ
メ
　
　
サ
シ
　
　
　
　
ハ
ナ
　
　
…
　
　
　
　
モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
　
　
　
　
　
ヲ
イ
　
　
ハ
ル
　
　
ケ
　
フ

二
月
　
万
代
の
棟
を
ば
　
花
に
ぞ
と
め
し
白
河
　
瓶
に
差
た
る
花
を
見
て
　
物
思
な
し
や
老
の
春
　
今
日
も

コ
　
　
　
　
ウ
ラ
ミ
　
　
　
　
　
ユ
キ
　
　
プ
リ
　
　
ニ
ハ
　
　
ハ
ナ
　
　
ヤ
ウ
キ
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
　
　
ヲ
ピ
　
　
　
　
ハ
ナ
　
　
ユ
ダ
　
　
ゲ
ン
ジ
　
ム
ラ
サ
キ
　
ウ
エ
　
カ
ス
…

来
ず
と
恨
L
は
　
雪
と
降
し
庭
の
花
　
楊
貴
妃
が
か
ほ
ぼ
せ
　
雨
を
帯
た
る
花
の
枝
　
源
氏
の
紫
の
上
　
霞

ウ
チ
　
　
カ
バ
サ
ク
ラ
サ
イ
バ
　
ラ
　
サ
ク
ラ
･
　
　
ソ
ウ
デ
フ
　
　
　
　
リ
ウ
ク
ワ
エ
ン
　
　
ク
ワ
サ
ン
　
　
へ
ン
　
　
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
　
ハ
ナ
ゾ
ノ
　
　
サ
ダ
イ
ジ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
イ
ロ

の
中
の
樺
桜
催
馬
楽
の
桜
八
　
双
調
に
は
柳
花
苑
　
花
山
の
遍
□
僧
正
　
花
園
の
左
大
臣
と
か
や
　
花
色

ゴ
ロ
モ
ハ
ナ
　
　
　
　
ハ
ナ
ウ
ス
ヤ
ウ
ハ
ナ
ガ
タ
…
リ
ヤ
ウ
ゼ
ン
セ
ツ
ホ
ウ
　
　
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
マ
ン
ダ
　
　
ハ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ッ
ケ
　
　
タ
ト
へ
　
　
ウ
ド
ン
ゲ

衣
花
染
　
花
薄
様
花
笹
　
霊
山
説
法
の
場
に
は
　
四
種
畳
菜
の
花
ぞ
ふ
る
　
法
華
に
曝
し
優
曇
花
　
い
か

ニ
ホ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ハ
レ
カ
シ
コ
キ
ミ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ダ
　
　
ナ
ラ
　
　
　
　
　
　
チ
ト
セ
　
　
ハ
ル
　
ノ
ド
辛

な
る
匂
な
る
ら
む
　
愛
賢
御
代
な
れ
ば
　
ぁ
の
風
も
枝
を
鳴
さ
ず
　
千
年
の
春
ぞ
閑

夏ネ
　
　
ト
リ
　
　
プ
ル
　
ス
　
　
　
　
カ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
-
　
モ
ノ
　
　
サ
ク
ラ
イ
ロ
　
　
　
ソ
メ
　
　
　
　
　
　
　
タ
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ハ
ル

花
は
根
に
鳥
は
旧
巣
に
や
帰
ら
む
　
(
助
昔
)
惜
し
物
□
桜
色
に
　
染
L
は
花
の
裸
を
　
此
い
つ
し
か
更
は
　
ロ

キ
　
　
　
　
ナ
ツ
ゴ
ロ
モ
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ク
マ
ガ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
ナ
ミ
　
　
フ
ク
バ
　
　
　
　
　
　
7
7
ヒ
グ
サ
　
　
ミ
ア
レ
　
　
コ
ロ
　
サ
カ
へ

ぬ
に
着
た
る
夏
衣
　
卯
花
さ
け
る
玉
河
の
　
井
口
に
か
ゝ
る
白
波
　
二
葉
に
見
え
し
葵
草
　
御
生
の
比
や
栄

ゲ

ニ

マ

ツ

ハ

ツ

ネ

ホ

ト

､

ギ

ス

ク

モ

ヰ

ヒ

ト

コ

ヱ

ナ

ガ

ム

ん
　
勝
待
初
音
も
め
づ
ら
し
き
郭
公
　
雲
居
の
よ
そ
の
三
戸
を
　
お
も
ひ
も
あ
え
ず
詠
れ
ば
　
つ
れ
な
く
の

ア
リ
ア
ケ
　
　
ミ
カ
サ
マ
サ
　
　
　
　
　
　
サ
ミ
グ
レ
　
　
　
　
カ
ル
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ハ
ヲ
サ
　
　
　
　
ア
ヤ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
キ
バ
　
　
　
　
　
　
ワ
ラ
ヤ

こ
る
在
明
　
水
位
勝
り
ぬ
や
五
月
雨
に
　
苅
手
も
た
ゆ
き
河
長
の
　
菖
蒲
は
も
ら
ぬ
軒
端
に
も
　
藁
屋
や

カ
ヤ
ヤ
イ
タ
ピ
サ
シ
　
イ
ヅ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
モ
　
　
コ
カ
ゲ
ツ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
ム
ラ
ス
グ
　
ユ
ブ
タ
チ
　
　
　
　
ミ
ヅ

萱
屋
板
麻
　
何
も
か
は
ら
ざ
-
け
り
　
外
面
の
木
陰
露
す
'
,
J
L
　
1
村
過
る
夕
立
に
　
水
ま
さ
ら
ざ
ら
め

ウ

カ

ヒ

プ

ネ

ホ

タ

ル

カ

ヾ

リ

　

カ

ヾ

リ

ヒ

　

ホ

タ

ル

　

マ

ガ

フ

エ

フ

ヤ

-

　

　

　

コ

ヨ

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

-

ナ

ヅ

　

　

　

　

　

　

ゴ

リ

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

フ

バ

ラ

エ

ア

サ

や
　
鵜
飼
舟
蛍
や
葺
　
葺
火
や
蛍
に
紛
夕
闇
夜
　
今
夜
ば
か
-
や
六
月
の
　
名
残
も
お
し
き
木
綿
顧
　
麻
の

ス
エ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
･

末
葉
に
通
ふ
や
秋
の
初
風

20

春
野
遊

シ
ャ
ウ
ヤ
ウ
　
ハ
ル
　
　
ヤ
エ
フ
　
キ
ヨ
ク
　
コ
ウ
キ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ル
　
　
カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
ノ
ド
ケ
　
･
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ミ
　
モ
ル
　
　
　
　
　
　
　
カ

上
陽
の
春
の
野
遊
の
曲
　
紅
錦
を
さ
ら
す
春
日
影
　
へ
誓
)
開
き
風
に
や
匂
ら
ん
　
霞
に
漏
る
花
の
香
　
花
に

ナ
キ
　
　
　
　
コ
ヅ
タ
フ
ウ
グ
ヒ
ス
　
　
　
　
ク
レ
　
　
イ
エ
　
　
ノ
キ
バ
　
　
　
　
　
　
シ
ウ
レ
ン
　
　
　
　
　
　
マ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
メ
　
マ
ク
ラ
　
ヲ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
カ
ク

鳴
て
は
木
伝
鴬
は
　
此
誰
が
家
の
軒
端
に
か
　
珠
簾
い
ま
だ
巻
ざ
る
に
　
夢
の
枕
に
音
□
て
　
入
来
と
客

タ
イ
ト
ウ
　
　
サ
ケ
ロ
ッ
　
　
　
エ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
ギ
リ
　
　
　
　
ロ
　
カ
　
　
ア
ツ
モ
ノ
ク
ワ
ス
　
　
　
　
　
ノ
　
ザ
ハ
　
　
ト
モ
メ
　
エ
　
グ

を
よ
ぶ
と
か
や
　
台
頭
に
酒
有
て
　
酔
を
す
ゝ
む
る
裾
に
　
炉
下
に
糞
を
和
る
□
　
野
沢
に
求
し
会
遇
の

ハ
カ
ナ
　
　
ヲ
ル
テ
　
　
　
　
　
　
　
サ
ハ
ラ
ビ
　
　
ド
ヒ
ツ
　
カ
ケ
　
　
　
ツ
ク
ぐ
シ
テ
ヤ
ウ
ア
ン
　
ナ
ヅ
ナ
　
ア
ヲ
キ
イ
ロ
　
　
タ
ナ
カ
　
　
　
　
ド
　
　
ヒ
ク
タ
ナ
ギ
　
　
ア
　
コ

若
菜
　
折
手
に
た
ま
る
早
蕨
　
土
筆
と
書
る
は
土
筆
　
長
安
の
斉
の
青
色
　
田
中
の
井
戸
に
引
田
布
　
阿
子

メ

-

L

メ

コ

カ

タ

ミ

ソ

ゴ

ノ

ツ

ラ

ネ

ツ

ミ

ナ

サ

ケ

イ

ロ

女
よ
い
か
に
認
来
か
し
　
記
念
に
袖
を
連
つ
ゝ
　
摘
し
ら
せ
ぼ
や
と
ぞ
お
も
ふ
　
う
つ
ろ
ふ
情
の
色
し
あ
ら

モ
ト
　
　
カ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
フ
　
シ
　
レ
ウ
ラ
ン
　
　
イ
ロ
　
　
　
　
へ
キ
ラ
　
　
テ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト
　
ハ
ガ
ネ

ば
　
花
の
下
に
帰
ら
ん
事
を
や
忘
る
ら
ん
　
遊
糸
瞭
乱
の
色
々
　
碧
羅
の
天
に
な
び
-
な
-
　
糸
を
宛
て

郭fy'

リ
ヨ
ク
セ
ウ
　
カ
ゲ
　
　
モ
ト
　
　
ン
　
ト
ウ
　
　
ツ
ユ
　
　
ソ
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
テ
ウ
　
カ
ス
…
　
ト
ヲ
ザ
カ
リ
　
ケ
イ
テ
フ
　
　
ク
モ
　
　
イ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ
ル
　
モ
ノ
　
　
　
　
ワ
ガ

縁
松
の
陰
の
下
　
紫
藤
の
露
の
底
　
へ
誓
)
胡
蝶
も
霞
に
遠
避
　
渓
鳥
も
雲
に
入
ぬ
れ
ば
　
得
る
物
と
は
我

ヤ
ド
　
　
　
　
キ
ム
カ
フ
ソ
ラ
　
ホ
ト
､
ギ
ス
　
ホ
ド
ト
キ
ス
ギ
　
　
ヰ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
カ
-
　
　
　
　
ソ
ノ
カ
ミ
　
　
ソ
ノ
カ
フ
グ
チ

宿
に
　
来
向
空
の
郭
公
　
程
時
過
す
聞
ば
や
と
　
お
も
ふ
心
や
さ
そ
ひ
け
む
　
其
神
山
の
以
往
　
其
神
舘

タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ヲ
カ
　
　
　
　
モ
リ
　
　
ハ
ツ
ネ
　
メ
ヅ
ラ
シ
　
　
　
シ
　
ゴ
ゲ
ツ
　
ア
ハ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
ネ
　
　
ク
モ
　
　
ホ
カ
　
　
ジ
サ
ン
カ
ウ

に
　
立
や
す
ら
ひ
け
む
片
岡
の
　
漏
て
初
音
ぞ
珍
き
　
四
五
月
の
際
の
　
端
山
の
峯
の
雲
の
外
　
二
三
更

ア
ヒ
ダ
　
　
　
ユ
メ
　
タ
ヾ
チ
　
ア
メ
　
　
ノ
チ
　
エ
グ
　
　
　
　
ッ
ユ
　
オ
ビ
　
　
　
　
　
　
キ
ン
レ
イ
リ
　
　
　
フ
サ
ナ
リ
　
　
　
　
エ
ン
　
ホ
ド
コ
　
　
　
　
　
　
シ
ジ
ャ
フ
ン

の
間
の
　
夢
の
直
の
雨
の
後
　
枝
に
は
露
を
帯
つ
ゝ
　
金
鈴
離
々
と
房
　
花
は
艶
を
施
し
て
　
紫
審
粉
々

カ
ウ
パ
シ
　
　
　
　
ハ
ナ
タ
チ
バ
ナ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ク
　
ム
カ
シ
　
シ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
　
　
　
　
カ
キ
　
ネ
　
ヲ
ナ
ジ
コ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

と
芳
し
き
　
慮
橘
の
香
を
と
め
て
　
嶋
は
昔
や
忍
ば
る
ゝ
　
有
つ
る
垣
根
の
同
声
に
　
し
た
ひ
采
に
け
る

ア
ハ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ル
サ
ト
　
ホ
ト
､
ギ
ス
　
　
マ
ツ
　
　
　
　
キ
カ
　
　
　
ヒ
ゴ
ロ
　
へ
　
　
　
　
　
コ
　
ヨ
ヒ
キ
､
　
　
　
　
ヨ
メ

愛
は
　
さ
す
が
に
人
に
は
殊
な
-
や
　
花
散
里
の
郭
公
　
待
日
は
聞
ず
日
比
経
て
　
今
夜
閉
つ
と
読
-
し

ヲ
ト
　
ワ
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
,
ギ
ス
　
ナ
キ
　
　
　
　
カ
タ
　
ナ
ガ
ム
　
　
　
　
　
　
タ
ヾ
ア
リ
ア
ケ
　
　
　
　
カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ズ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

は
　
音
羽
の
山
の
郭
公
　
鳴
つ
る
方
を
詠
れ
ば
　
只
在
明
の
月
影
の
　
つ
れ
な
き
人
の
梢
よ
り
　
な
-
育

ソ

ラ

コ

ヒ

ウ

チ

イ

ハ

セ

モ

リ

ホ

ト

､

ギ

ス

メ

キ

タ

リ

空
な
る
恋
わ
び
て
　
心
の
中
を
か
き
-
ど
き
　
岩
瀬
の
森
の
郭
公
　
妻
来
し
は
　
い
か
な
る
世
の
事
な
-

シ
ャ
　
　
チ
,
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
シ
　
　
カ
キ
ネ
　
　
コ
ヅ
タ
ヒ
　
　
　
　
ク
マ
シ
ク
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
ル
　
　
イ
ツ
セ
イ

け
ん
　
舎
が
父
な
れ
ど
う
ぐ
ひ
す
は
　
賎
き
垣
根
に
木
伝
て
　
玉
鋪
庭
に
は
を
と
づ
れ
ず
　
然
而
を
1
R

サ
ン
テ
ウ
　
　
　
　
　
ヨ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
カ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ッ
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ア
ケ
ガ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
ノ
ル
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
マ
ロ
ド
ノ

の
山
鳥
は
　
夜
と
な
-
昼
と
な
-
　
聞
ん
事
を
松
の
戸
に
　
明
方
か
け
て
や
名
謁
ら
ん
　
木
の
丸
殿
の

ア
カ
ツ
キ
ウ
グ
ヒ
ス
　
カ
イ
ゴ
　
ナ
カ
　
　
　
　
　
ス
　
ダ
チ
　
　
　
　
　
　
ア
ヰ
　
　
　
　
ア
ヲ
　
　
コ
エ
ア
ル
　
　
　
　
タ
ヾ
ク
ワ
コ
ウ
テ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ツ
デ
　
コ
ヒ
　
　
　
　
ナ
こ

暁
　
鴬
の
卵
の
中
よ
-
巣
立
と
も
　
藍
よ
-
青
き
声
有
は
　
只
郭
公
鳥
の
み
な
ら
-
　
履
手
乞
て
は
何
か

モ
ズ
　
　
　
　
プ
チ
ヨ
ク
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ャ
ウ
　
　
ナ
カ
　
　
シ
ン
ア
ル
　
　
　
　
　
フ
　
コ
ク
　
　
ス
ギ
　
　
　
　
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヅ
ク
　
　
タ
ヲ
サ
　
　
ナ

せ
む
　
賠
め
が
不
直
を
顕
は
す
　
五
常
の
中
の
信
有
は
　
布
穀
に
過
た
る
鳥
ぞ
な
き
　
何
の
田
長
ぞ
名
も
し



ヲ
レ
ナ
イ
　
　
　
　
　
サ
　
ナ
へ
ト
リ
　
　
マ
ロ
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
イ
ト
ナ
ミ
　
　
ニ
ギ
ワ
イ
　
　
　
　
　
キ
-
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ゲ
ニ
ヲ
サ
マ
　
　
　
ト
キ
　
　
ト
リ

る
-
　
己
鳴
て
は
早
苗
取
　
麿
は
田
に
た
つ
営
に
　
賑
わ
た
る
君
が
代
の
　
勝
治
れ
る
時
の
鳥
　
ね
ぎ
め

ソ
ラ
　
　
ム
ラ
サ
メ
　
　
　
　
ソ
デ
　
ナ
-
ダ
　
イ
ロ
ソ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヒ
シ
キ
ト
キ
ハ
　
　
　
　
カ
ラ
ク
レ
ナ
ヰ
プ
リ
イ
デ
　
　
　
　
ナ
ク
　
　
ワ
ガ
ミ
　
タ
グ
ヒ
　
　
　
　
　
ツ
ユ

の
空
の
急
雨
に
　
袖
に
涙
の
色
染
て
　
人
の
恋
敷
常
葉
山
　
唐
紅
に
振
出
て
　
嶋
は
我
身
の
類
か
と
　
露

ホ

ド

サ

(

"

ダ

シ

ゲ

'

v

ヅ

ア

ヤ

メ

ナ

ミ

(

A

,

フ

ネ

ヨ

ド

け
き
程
の
五
月
雨
に
　
茂
き
あ
や
め
に
水
こ
え
て
　
文
目
も
見
え
ぬ
夜
の
浪
に
　
御
舟
を
と
ゞ
め
し
淀
の

ハ
タ
リ
　
マ
ダ
ヨ
　
フ
カ
　
　
　
　
　
ナ
ガ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ネ
　
　
ウ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
ハ
シ
　
　
　
　
　
　
ヂ
ク
ラ
　
　
　
ユ
キ

渡
　
未
夜
深
き
に
と
詠
L
は
　
い
か
な
る
舟
の
中
な
ら
ん
　
お
ぼ
つ
か
な
L
や
鞍
橋
山
　
山
路
暮
し
っ
往
や

タ

ヾ

ヒ

ト

コ

エ

ア

ケ

シ

ノ

ダ

モ

リ

チ

エ

カ

ズ

キ

､

ア

カ

ナ

ら
で
　
只
一
声
の
あ
や
な
-
も
　
や
が
て
明
ぬ
る
し
の
ゝ
め
の
　
信
田
の
杜
の
千
枝
の
数
　
聞
て
も
飽
ぬ
名

ゴ
リ
　
　
　
　
イ
ツ
　
　
ハ
　
ツ
ネ
　
ホ
ト
､
ギ
ス
　
　
キ
　
イ
　
ヂ
　
　
ト
ヲ
　
　
メ
プ
リ
　
　
　
イ
マ
　
キ
　
　
オ
カ
　
　
　
　
マ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
カ
　
　
　
　
ス
ギ
　
　
ム
ラ
タ
チ
　
　
　
　
　
コ

残
は
　
何
も
初
音
の
郭
公
　
紀
伊
路
の
遠
山
廻
つ
　
今
采
の
岡
に
ぞ
得
る
な
る
　
間
で
も
杉
の
村
立
を
　
是

･
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ダ
　
　
ハ
ラ
　
　
　
　
ヲ
　
チ
カ
ヘ
リ
シ
ナ
ノ
　
　
　
　
　
　
ス
　
ガ
　
　
ア
ラ
ノ
　
　
ナ
ク
コ
ロ
　
　
　
　
コ
エ
-
ナ
ヅ
キ
　
ホ
ト
､
ギ
ス

所
を
詮
に
せ
む
山
田
の
原
　
又
百
千
帰
信
濃
な
る
　
須
賀
の
荒
野
に
鳴
比
や
　
声
六
月
の
郭
公

ク

ハ

モ

ン

　

エ

フ

ヅ

ク

ヨ

　

　

　

　

　

ミ

ヤ

･

　

ソ

デ

　

ウ

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ッ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

ロ

　

　

　

　

　

タ

マ

花
門
の
夕
月
夜
　
秋
の
宮
人
の
袖
の
上
に
　
う
つ
ろ
ふ
萩
が
花
ず
り
　
露
も
さ
な
が
ら
色
々
の
　
玉
か
と
み

カ
ゲ
　
　
イ
ザ
　
ヨ
　
ヒ
ユ
-
ハ
リ
フ
シ
マ
チ
　
　
　
　
　
ヲ
ポ
ロ
　
　
カ
ス
ム
ミ
カ
｡

ゆ
る
月
影
　
不
知
夜
弓
張
臥
得
の
月
　
既
に
霞
三
日
月

秋

ト
リ
　
　
サ
ナ
エ
　
　
イ
ツ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
イ
ナ
バ
　
　
ナ
ル
　
コ
　
ヒ
キ
カ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
･
フ
ケ
　
　
タ
ナ
バ
ク
　
ノ
　
　
ツ
マ
ム
カ
へ
ブ
ネ
　
チ
ギ
リ
　
　
　
　
　
　
ト
キ

取
し
早
苗
の
何
の
間
に
　
稲
葉
の
鳴
子
引
替
て
　
(
助
昔
)
秋
風
吹
ば
七
夕
の
　
妻
迎
船
に
契
て
や
　
時
L
も

コ
エ
　
　
ホ
ニ
ア
ゲ
　
　
　
　
ク
モ
　
ヰ
　
　
　
ワ
タ
　
　
カ
リ
ガ
ネ
　
　
ヲ
チ
　
　
　
　
-
チ
　
　
キ
リ
コ
メ
　
　
　
　
ト
モ
マ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヒ
ビ
ト
　
　
　
　
ス
グ
　
　
　
　
ア
キ
　
　
ッ
ラ

声
を
顕
揚
て
　
雲
居
を
渡
る
雁
金
　
遠
の
山
路
や
霧
寵
て
　
友
迷
は
せ
る
旅
人
は
　
過
さ
ぬ
秋
や
悪
か
ら

ツ
ユ
ハ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
ド
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
タ
サ
　
　
　
　
ハ
ナ
　
　
ノ
　
ベ
　
　
　
モ
ミ
ヂ
　
　
ミ
ネ
　
　
　
イ
ロ
ド
　
ッ
ユ
　
　
タ
マ
ユ
　
ラ

む
　
露
分
わ
ぶ
る
し
の
ゝ
め
　
春
は
緑
に
見
え
し
若
草
の
　
花
は
野
辺
に
紅
葉
は
峯
に
　
彩
る
露
の
玉
由
良

ヒ
　
カ
ゲ
　
　
マ
チ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
キ
　
ホ
　
　
ツ
タ
フ
ア
サ
ガ
ホ
　
フ
ル
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
ア
ラ
　
　
　
　
　
コ
　
ハ
ギ
　
　
ハ
ナ
カ
ル
カ
ヤ
　
　
ヲ
-
ナ
ペ
シ
ハ
ナ

も
　
日
影
を
待
得
ざ
り
け
る
は
　
垣
面
に
伝
橿
　
古
枝
に
さ
け
る
本
荒
の
　
小
萩
が
花
苅
萱
　
女
郎
花
花

ズ
,
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
フ
　
マ
　
グ
レ
　
　
エ
　
　
ス
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ナ
ジ
ク
モ
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
ツ
キ
ハ
　
ツ
キ
ナ
ガ
ツ
キ
　
　
ナ
レ

薄
　
風
に
ま
ね
-
夕
眼
暮
　
得
ぞ
過
や
ら
れ
ざ
り
け
る
　
同
雲
居
の
な
ど
や
ら
む
　
七
月
八
月
九
月
に
成

ヒ
サ
カ
タ
　
　
　
　
　
-
ヤ
コ
　
ヒ
カ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ヅ
　
　
カ
リ
ネ
　
　
イ
ナ
ム
シ
ロ
　
サ
ヲ
シ
カ
　
　
ネ
　
　
ヲ
ド
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ド
ロ

ば
　
久
堅
の
月
の
都
に
光
ぞ
さ
や
け
か
-
け
る
　
購
土
が
仮
寝
の
稲
延
　
鹿
早
の
音
に
驚
か
さ
れ
て
　
驚
か

モ

ノ

ヤ

マ

ダ

ヒ

タ

サ

ム

ツ

ヾ

リ

サ

セ

キ

リ

ぐ

す
な
ん
な
る
物
を
な
　
山
田
の
打
木
の
ね
ぎ
め
は
　
此
夜
や
寒
か
ら
む
　
綴
差
と
な
-
養
　
い
か
ゞ
は
す
ベ

ク
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ゴ
リ
　
シ
タ
フ
タ
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヅ
　
　
シ
グ
レ
ソ
ム

き
暮
る
秋
の
　
名
残
を
慕
枚
よ
り
や
　
先
は
時
雨
初
ら
ん
や
な

秋
興

セ
ウ
サ
ツ
　
　
　
リ
ヤ
ウ
7
ウ
　
イ
ツ
シ
　
　
　
　
　
　
ッ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
イ
ク
ハ
ア
メ
　
ウ
ル
ホ
　
　
　
ト
ウ
ヨ
7
カ
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヤ
シ
カ
ザ
ル
コ
ウ
ヨ
ウ
　
リ
ヨ
ク
タ
イ

粛
楓
た
る
涼
風
一
時
の
秋
を
告
と
か
や
　
(
響
)
根
花
雨
に
潤
ふ
　
桐
葉
風
す
ゞ
し
　
林
を
飾
紅
葉
　
縁
苔

モ
テ
ナ
シ
　
　
コ
レ
-
ナ
　
　
　
　
ケ
ウ
　
　
マ
シ
　
　
　
　
イ
ロ
/
1
　
　
　
　
　
　
　
モ
､
ク
サ
チ
タ
サ
　
　
　
　
　
　
シ
タ
ヒ
モ
　
　
　
　
　
　
ト
ケ
　
　
　
　
　
　
イ
ト
ハ
ギ

を
は
ら
ふ
持
成
　
是
皆
秋
の
興
を
増
て
　
色
々
に
み
ゆ
る
百
種
千
種
の
花
の
下
紐
　
は
や
解
そ
む
る
糸
萩

-
タ
　
ム
ス
フ
シ
ラ
ツ
ユ
　
ウ
ス
キ
リ
　
　
ク
ツ
タ
ビ
ゴ
ロ
モ
　
　
　
ソ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
ヲ
バ
ナ
　
　
ワ
ケ
エ
ク
ス
ヱ
　
　
ハ
ル
ぐ
　
　
　
ホ
ノ
カ
　
　
　
　
　
　
　
ツ
マ

に
　
乱
て
結
白
露
　
薄
霧
の
立
旅
衣
の
　
袖
か
と
ま
が
ふ
初
尾
花
　
分
行
末
の
造
々
と
　
風
に
き
け
ば
妻
ご

ヲ
シ
カ
ナ
ク
ノ
　
　
　
マ
　
ク
ズ
ハ
ラ
　
　
ウ
ラ
カ
レ
　
　
　
　
　
　
ム
シ
　
　
ネ
　
　
　
　
タ
へ
ぐ
　
　
　
　
　
ユ
フ
グ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
ヒ

め
に
　
男
鹿
鴫
野
の
真
葛
原
　
末
枯
ぬ
れ
ば
虫
の
音
も
　
絶
々
よ
は
る
夕
暮
　
よ
し
さ
ら
ば
今
夜
は
こ
ゝ
に

ヤ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ト
コ
ヤ
マ
　
　
　
　
ア
ダ
ナ
　
　
タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
ヌ
ギ
　
　
　
　
　
フ
ヂ
バ
カ
マ
　
ナ
マ
メ
キ
　
　
　
　
　
　
ヲ
…
ナ
ペ
シ
　
　
ゲ
ニ

宿
り
と
ら
む
　
男
山
花
に
他
名
は
立
ぬ
と
も
　
我
脱
か
け
ん
蘭
　
閑
麗
た
て
る
女
郎
花
　
勝
そ
も
え
な
ら

イ

ロ

ア

タ

リ

ク

サ

ク

マ

ク

ラ

サ

ム

キ

ト

コ

ダ

イ

イ

チ

コ

､

ロ

ぬ
色
な
れ
ば
　
辺
の
草
の
ゆ
か
-
ま
で
も
　
心
を
か
る
,
夕
露
の
　
手
枕
寒
か
-
ね
の
床
　
第
1
に
心
を

イ
タ
マ
シ
　
　
イ
ヅ
レ
　
ト
コ
ロ
　
　
　
ス
グ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
キ
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ
　
　
　
ヨ
　
ハ
ジ
メ
　
ナ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
　
-
　
　
　
　
セ
イ
カ
　
ア
ケ
ナ
ン

傷
る
　
何
の
処
に
か
最
た
る
　
月
の
明
ら
か
な
る
前
　
此
夜
始
て
長
け
れ
ば
　
耽
々
た
る
星
河
の
曙
と
す
る

ア
カ
ツ
キ
　
カ
ペ
　
ソ
ム
ク
ル
ト
モ
シ
ピ
　
　
　
カ
ス
カ
　
ノ
コ
ル
マ
ド
ノ
ウ
チ

暁
　
壁
に
背
灯
の
　
幽
に
残
窓
中

月

カ
ウ
タ
ケ
ヨ
シ
ヅ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
メ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
ゲ
ツ
カ
ウ
　
ア
カ
ツ
キ
　
ユ
フ
コ
ウ
　
　
ロ
ウ
　
　
ノ
ポ
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
サ
ト
　
　
　
　
ア
キ
ラ

更
関
夜
閑
に
し
て
　
清
明
た
る
月
の
夜
　
(
誓
)
明
月
峡
の
暁
　
庚
公
が
楼
に
上
れ
ば
　
千
里
に
月
明
か
な

サ
ム
ゲ
ツ
マ
ド
　
カ
タ
ブ
キ
　
　
　
キ
ウ
ロ
ウ
マ
サ
　
　
ナ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
　
キ
ヌ
タ
　
ヨ
ロ
ヅ
コ
エ
　
　
チ
タ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
　
　
ウ
エ
　
　
　
ハ
ラ
ヒ

-
　
残
月
窓
に
傾
て
　
富
漏
正
に
長
け
れ
ば
　
打
や
砧
の
万
声
　
千
度
ね
ぎ
め
の
床
の
上
に
　
掃
も
あ
え

ツ
ユ
シ
モ
　
　
　
カ
タ
シ
ク
ソ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
マ
ジ
･
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゴ
ン
　
　
　
　
　
シ
ラ
ベ
　
　
　
タ
ン
ゲ
ツ
　
ノ
ゾ
ム

ぬ
露
霜
を
　
片
敷
袖
に
や
を
き
そ
へ
ん
　
月
冷
-
風
秋
な
-
　
此
和
琴
ゆ
る
-
調
て
　
淳
月
に
望
の
み
な
ら

す
ク
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン
　
ヒ
ヾ
キ
　
マ
ツ
　
ア
ラ
シ
　
カ
ヨ
ヒ
キ
　
　
　
　
フ
ケ
　
　
　
サ
ム
キ
シ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ザ
ン
　
ヲ
ク
ル
　
　
　
　
　
レ
ウ
ス
イ
コ
ホ
リ
ム
セ
ン

じ
　
索
々
た
る
絃
の
響
　
松
の
嵐
も
通
来
て
　
探
て
は
寒
霜
夜
の
月
を
　
梶
山
に
送
な
-
　
瀧
水
氷
咽

ナ

ガ

エ

デ

シ

ホ

-

ツ

ハ

マ

マ

ツ

シ

ヅ

エ

ナ

ミ

ナ

-

マ

で
　
流
る
ゝ
事
を
や
得
ざ
る
ら
む
　
月
の
出
塩
の
や
　
御
津
の
浜
松
の
　
下
枝
を
あ
ら
ふ
浪
の
　
波
間
に
う

シ
ロ
タ
へ
　
　
　
　
　
　
　
イ
サ
ゴ
　
テ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
シ
　
　
ウ
ラ
　
　
ス
マ
ヰ
　
　
マ
　
キ
　
　
ト
プ
チ
　
　
　
カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ク
リ
　
ユ
メ

か
ぶ
白
妙
の
　
月
や
砂
を
照
す
ら
む
　
月
は
明
石
の
浦
の
栖
居
　
真
木
の
戸
口
の
月
影
　
と
は
ず
語
の
夢
も

ゲ
ニ
　
ハ
ス
レ
　
フ
シ
　
　
　
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ザ
　
-
　
　
ユ
カ
　
　
サ
　
ラ
シ
ナ
　
　
　
　
ヲ
バ
ス
テ
　
　
キ
ヨ
-
　
　
セ
キ
　
　
ヒ
ロ
サ
ハ
ス
-
　
　
エ
ナ
ニ
ハ
ガ
タ
　
　
ア
シ

勝
　
忘
ぬ
節
と
や
成
ぬ
ら
む
　
去
来
見
に
行
ん
佐
良
科
や
　
焼
捨
山
清
見
が
関
　
広
沢
住
の
江
難
波
潟
　
葦

マ
　
　
ヤ
ド
　
　
ヨ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
　
　
　
　
キ
ヨ
キ
ヒ
サ
カ
タ
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ
　
コ
､
ノ
ヘ
　
　
　
　
ク
モ
　
カ
ケ
ハ
シ
　
ス
-
ハ
タ
ル
　
ロ
タ
ヒ
　
　
　
　
　
　
ア
リ
ア
ケ
　
　
ケ
ツ

間
に
宿
る
夜
半
の
月
　
仰
げ
ば
清
久
堅
の
　
月
の
都
は
九
重
の
　
雲
の
梯
に
澄
渡
　
露
台
の
月
の
農
明
　
月

冬

ケ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ナ
ク
シ
プ
レ
　
　
　
　
　
マ
　
ナ
ク
シ
グ
レ
　
　
　
フ
　
ル
　
　
　
カ
ミ
ス
ギ
　
　
　
　
ト
シ
プ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
メ

今
日
よ
-
は
間
無
時
雨
の
　
間
無
時
雨
の
布
留
の
神
杉
や
　
年
旧
ぬ
れ
ど
(
助
昔
)
染
あ
え
な
く
に
　
な
を

-
ド
リ
　
ミ
　
ハ
　
　
　
　
　
モ
ト
　
ア
ラ
シ
　
ヨ
ギ
　
　
フ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
-
ヂ
バ
　
　
　
　
シ
モ
　
　
カ
レ
ユ
ク
ア
サ
デ
　
フ
　
　
　
　
ヤ
ド

緑
に
三
輪
の
山
本
　
嵐
や
過
て
吹
ぬ
ら
ん
　
わ
づ
か
に
の
こ
る
紅
葉
々
　
霜
に
枯
行
浅
茅
生
の
　
宿
に
は

イ
タ
　
　
　
　
-
ヅ
　
　
-
ク
サ
ヰ
　
　
　
　
コ
ホ
リ
　
ウ
エ
　
ア
ラ
レ
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ノ
　
　
　
　
サ
ト
ユ
キ
フ
カ
　
　
　
　
ア
ト

人
も
と
ひ
こ
ず
　
板
井
の
水
も
水
草
居
て
　
氷
の
上
に
霞
ふ
-
　
小
野
の
山
里
雪
探
し
　
跡
だ
に
見
え
ぬ

ホ
ソ
ミ
チ
　
　
ハ
ル
　
ト
ナ
リ
　
チ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヒ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト
ヒ
　
　
イ
ト
フ
カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
ヲ
ヒ
　
　
　
　
　
　
セ
キ
モ
リ

細
道
　
春
の
隣
の
近
け
れ
ば
　
老
木
は
花
も
う
ら
や
ま
し
　
厭
て
も
厭
方
ぞ
な
き
　
来
老
ら
-
の
関
守
　
さ

フ
ツ
-
ヤ
ウ
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
セ
カ
イ
ゴ
ウ
ガ
　
シ
ャ
ニ
ヨ
ラ
イ
　
　
シ
ヨ
ブ
ツ
ボ
サ
ツ
ジ
ユ
ヂ
ミ
ヤ
ウ
ガ
ウ
　
ク
ド
ク
ム
リ
ヤ
ウ
　
ム
　
へ
ン
イ
ン
ゼ
ウ
　
タ
ノ
モ
シ
ク

て
も
仏
名
に
成
ぬ
れ
ば
　
三
千
世
界
恒
河
沙
如
来
　
諸
仏
菩
薩
受
持
名
号
　
功
徳
無
量
無
辺
引
摂
　
葱
敷
ぞ

タ

チ

マ

フ

ソ

デ

ツ

イ

ナ

ミ

ヤ

･

や
お
ぼ
ゆ
る
　
立
舞
袖
も
い
そ
が
は
し
　
追
健
の
夜
半
の
宮
人
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雪

ス
イ
　
　
ホ
フ
ネ
ン
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
セ
キ
　
　
-
ツ
シ
ラ
ユ
キ
　
　
　
　
フ
リ
　
　
ク
レ
ユ
ク
　
ト
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
モ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ミ
ヂ
　
　
マ
ツ
　
　
エ

瑞
を
豊
年
に
顕
は
す
　
尺
に
滴
白
雪
の
　
降
て
暮
行
歳
月
の
　
(
助
音
)
積
々
て
も
つ
ゐ
に
紅
葉
ぬ
松
が
枝

ミ
ド
リ
　
　
フ
カ
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
マ
　
　
　
　
ハ
ク
　
　
ハ
カ
ク
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
キ
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヱ
　
　
マ
ツ
　
　
ナ
ミ

の
　
緑
も
探
き
春
来
れ
ば
　
雪
間
を
分
る
若
草
　
は
つ
か
に
お
も
ふ
心
は
憂
人
の
　
末
の
松
山
浪
こ
す

ウ
ラ
チ
カ
　
　
フ
リ
　
ク
　
　
　
ユ
キ

か
と
　
み
ゆ
る
浦
近
-
降
来
る
雪

ナ
サ
ケ
ト

に
　
と
は
ぬ
を
情
を
お
も
へ
ど
も

ヒ
カ
リ
　
　
ア
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ノ
へ
　
　
サ
ト
　
　
サ
ト
･
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
ユ
ク
ア
ト
　
　
　
　
ニ
ハ

雪
の
光
に
明
る
山
の
　
尾
上
の
里
の
里
人
は
　
人
目
口
行
跡
な
き
庭

マ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ン
　
シ
　
ト
　
　
　
イ
エ
　
　
ユ
キ
　
　
　
　
　
　
　
ス
ギ
ナ
ツ
7
カ

な
を
う
ら
め
し
-
や
得
る
ら
む
　
遠
司
徒
が
家
の
雪
も
　
春
過
夏
深

ミ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
ウ
カ
イ
　
ツ
ラ
ヌ
　
ニ
ハ
　
　
ユ
キ
　
　
ケ
イ
シ
ウ
　
ヌ
キ
イ
ヅ
　
ハ
ヤ
シ
　
ユ
キ
　
　
　
　
　
イ
チ
パ
ン
チ
ウ

-
　
つ
も
り
て
道
は
ま
よ
は
ず
　
堵
階
を
連
る
庭
の
雪
　
竣
樹
を
捕
る
林
の
雪
は
　
此
1
万
株
の
花
ほ
こ
ろ



ム

メ

エ

ユ

キ

モ

､

サ

エ

ヅ

リ

ナ

ヲ

･

ユ

キ

ハ

ン

ヂ

ヨ

び
　
梅
が
枝
に
花
ふ
り
ま
が
ふ
あ
は
雪
　
う
ぐ
ひ
す
の
百
噸
す
れ
ど
も
尚
風
ま
ぜ
の
春
の
雪
は
　
班
女
が

ネ
ヤ
　
　
ウ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ
ギ
　
イ
ロ
　
　
ナ
ル
　
　
ソ
ン
カ
ウ
　
　
マ
ド

閏
の
裏
に
は
　
秋
の
扇
の
色
と
成
　
孫
康
が
窓
に
は

コ

マ

ユ

フ

ペ

ト

ダ

チ

ユ

キ

の
つ
な
が
□
駒
と
か
や
　
夕
に
鳥
立
に
ま
よ
ふ
雪
も

ハ
ク
カ
ン
　
　
シ
ロ
　
　
　
　
ウ
シ
ナ
　
　
　
　
　
　
ゼ
ン
セ
イ
ク
モ
ラ
　
　
　
…
　
ヨ

れ
　
白
鵬
は
白
き
を
失
ふ
　
抑
善
政
曇
ら
ぬ
御
代
に

フ
ル
ユ
キ
　
　
　
　
　
　
サ
へ
　
　
　
　
　
　
カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
シ
ギ
　
　
　
　
-
カ
キ

ユ
キ
　
　
ア
ツ
　
　
　
ヒ
カ
リ
　
　
　
　
　
ア
シ
タ
　
ア
ト
　
タ
ヅ
ネ
　
　
　
　
　
ユ
キ
　
　
ウ
チ

雪
を
集
め
て
光
と
す
　
朝
に
跡
を
尋
L
は
　
雪
の
中

シ
ラ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
タ
カ
　
　
カ
ウ
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
バ
ワ

白
文
に
見
ゆ
る
箸
鷹
　
鵠
鶴
あ
ざ
や
か
な
る
を
奪

ア
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
､
ノ
ヘ
　
　
　
　
ト
ヨ
　
　
ア
カ
リ
　
　
ヲ
　
…
ゴ
ロ
モ
　
ソ
ヂ

会
が
た
の
し
き
九
重
の
　
豊
の
明
の
小
忌
衣
　
袖

ミ

カ

ハ

-

ヅ

　

…

ギ

ハ

　

コ

ホ

リ

…

ネ

　

ユ

キ

　

　

キ

…

　

　

　

　

マ

ヨ

イ
ク
マ
シ
傷
る
　
(
※
)

｢雪｣
イ
チ
パ
ン
チ
ウ

I
蝣
-
蝣
托
C
.

い
た
ま
し
傷
む
る

い
ち
ま
ん
ち
う

1
刃
株
の

振
雪
は
な
を
冴
て
　
日
影
に
さ
え
ぬ
玉
敦
の
　
御
簾
に
た
え
ぬ
御
清
水
　
汀
の
氷
峯
の
雪
　
君
に
ぞ
迷
ふ

ミ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
コ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
シ
ラ
ユ
キ
　
　
　
　
イ
チ
　
､
､
､
ナ
ミ
　
ノ
ソ
ミ
　
バ
イ
タ
ン
ヲ
フ

道
は
ま
よ
は
ず
と
謹
て
も
　
け
な
ば
消
ぬ
べ
き
命
の
　
な
を
又
世
に
経
る
白
雪
に
　
市
の
南
に
望
し
売
炭
翁

イ
ツ
セ
キ
　
　
ユ
キ
　
　
ヨ
ロ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
　
　
ワ
ガ
ヤ
ド
　
ス
ス
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ユ
キ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ツ
ギ
　
　
　
　
　
　
ア
ト

は
　
さ
ゆ
る
一
尺
の
雪
を
悦
ぶ
お
も
ひ
有

a
s

ぞ
や
覚
ロ

揖
宿
の
薄
お
し
な
□
降
雪
は
　
世
々
に
継
て
も
　
跡
た
え
じ
と

【
濁
点
の
校
異
】

室
町
期
書
写
の

二
本
の
み
で
あ
る
｡

と
異
な
る
箇
所
は
'

い
場
合
は
､
(
※
)

『
宴
曲
集
巻
第
一
』
　
の
う
ち
'
濁
点
が
付
さ
れ
た
も
の
は
､
金
春
宗
家
本
'
大
東
急
本
の

両
本
の
濁
点
の
有
無
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
の
う
ち
､
『
早
歌
全
詞
集
』
　
の
濁
点
表
記

以
下
の
通
-
で
あ
る
｡
な
お
'
金
春
宗
家
本
に
の
み
濁
点
が
あ
-
､
大
東
急
本
に
は
な

と
し
た
が
､
濁
点
表
記
に
つ
い
て
の
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
､
大
東
急
本
に
濁
点
が
な
い

場
合
で
も
'
実
際
に
は
濁
っ
て
発
音
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
｡

金
春
太
夫秦
鎮
喜
《
花
押
》

【
本
文
校
異
】

本
文
の
校
異
は
'
便
宜
的
に
『
早
歌
全
詞
集
』
と
の
比
較
に
と
ど
め
た
｡
漢
字
の
当
て
字
や
仮
名
遣
い
の

違
い
を
除
き
'
音
で
聞
い
た
と
き
の
本
文
の
異
同
は
､
七
箇
所
あ
っ
た
｡
ま
た
'
そ
の
七
箇
所
に
つ
い
て
の

み
､
他
の
室
町
期
写
本
と
の
照
合
を
行
っ
た
｡

(
※
)
を
付
し
た
も
の
は
､
金
春
宗
家
本
単
独
の
異
同
で
'
他
の
室
町
期
写
本
に
は
な
い
事
例
で
あ
る
｡

こ
れ
は
金
春
宗
家
本
の
本
文
書
写
の
際
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
｡

(
金
春
宗
家
本
)

｢
春
野
遊
｣

カ
ス
ミ
　
モ
ル
　
　
　
　
　
　
　
カ

霞
に
漏
る
花
の
葡

｢夏｣
ホ
タ
ル
　
マ
ガ
フ
ユ
フ
ヤ
-
　
ー

蛍
に
紛
夕
闇
夜
　
(
※
)

｢郭'�"蝣iLキ

イ

ヂ

ト

ヲ

紀
伊
路
の
遠
山
(
※
)

｢秋｣
ヲ
チ
　
　
　
　
-
チ

遠
の
山
路

｢紙iff｣
,
I
J
 
J
･
･
J乱
て
　
(
※
)

『
早
歌
全
詞
集
』

か

す

み

も

る

は

な

に

ほ

ひ

霞
に
漏
る
花
の
香

蛍
に
ま
が
ふ
夕
や
み

き

ぢ

と

ほ

や

ま

紀
路
の
遠
山

>
*
<
'
蝣
　
　
　
i
-
王
　
L
.

遠
の
山
路

み
だ
れ
て

(
金
春
宗
家
本
･
大
東
急
本
)

｢春｣
イ
　
ハ
　
マ
　
　
コ
ホ
リ
ト
ケ

岩
間
の
氷
解
や
ら
列

蝣

j

l

j

L

ィ
.
ド
ホ
　
　
　
　
　
テ
ン
ハ
ウ

去
来
穂
別
の
天
皇
の

ハ
ナ
　
_

花
染

｢
春
野
遊
｣

か
都
の
那
は
し
凍
る
と
も
(
※
)

｢夏｣
担
I
g
s
C
B

夕
立

｢
郭
公
｣ホ

ド
ト
キ
　
ス
.
ド

程
時
過
す

<

蝣

蝣

-

蝣

(

'

i

-

r

卵
の
中
よ
り
(
※
)

ス
ダ
テ

巣
立
日
も
(
※
)

ク

ツ

デ

コ

ヒ

履
羽
乞
て
は
　
(
※
)

｢秋｣
控
忙
ビ
ト

旅
人
は

ヲ
-
ナ
ペ
シ

女
郎
花
　
(
※
)

『
早
歌
全
詞
集
』

岩
間
の
氷
解
や
ら
ず

い
ざ
穂
分
の
天
皇
の

は
な
匠

花
染
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名
残
の
袖
は
し
ほ
る
と
も

ゆ
ふ
だ
恒

--Pi

m
s
E
s
m

程
時
す
ぎ
ず

か
ひ
こ
な
か

卵
の
中
よ
り

す

だ

て

】

巣
立
ど
も

ク
ツ
｣
F
コ
ヒ

履
手
乞
て
は

愚
び
と

旅
人
は

S
E
2
3
X
E

女
郎
花



｢
月
｣

の
み
な
ら
日

.
I
･
.絃
の
　
(
※
)

ロ
　
抄
r
忙

露
台
の

ォ
K

う
つ
ろ
ふ
親
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